
(
7
)
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
成
立
と
「
金
屋
子
神
略
記
」

は
じ
め
に

今
回
の
田
部
家
古
文
書
調
査
で
は
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
と
題
さ
れ
た
木
ノ
下
金

屋
子
神
社
の
略
縁
起
'
料
1
と
し
て
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お
い
た
ー
が
新
た
に

(
1
)

発
見
さ
れ
た
。
旧
吉
田
村
木
ノ
下
に
所
在
す
る
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
は
、
松
江
藩
最

大
の
鉄
師
で
あ
っ
九
田
部
家
の
た
た
ら
経
営
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
歴
史
は
判
明
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
金
屋
子
神
は
、
出
雲
能
義
郡
西
比
田
村

(
現
安
来
市
広
瀬
町
)
に
所
在
す
る
西
比
田
金
屋
子
神
社
を
本
社
と
し
て
、
出
雲
、

伯
老
白
、
備
後
石
見
を
中
心
に
、
九
た
ら
製
鉄
な
ら
び
に
鍛
冶
の
守
護
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
縁
起
と
し
て
は
、
天
明
四
(
一
七
八
四
)
年
成
立
の
『
鉄
山

秘
圭
昌
に
収
め
ら
れ
た
「
金
屋
子
神
祭
文
」
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
に
も
多
様
な
縁
起
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
発
見
さ
れ
九
「
金
屋
子
神
略
記
」

は
、
そ
れ
ら
の
縁
起
類
と
共
通
す
る
要
素
を
含
み
な
が
ら
、
独
自
の
特
徴
も
併
せ
も

つ
ユ
ニ
ー
ク
な
略
縁
起
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
金
屋
子
神
略
記
」
を
、
田

部
家
の
歴
史
な
ら
び
に
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
成
立
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
中
国

地
方
に
流
布
す
る
諸
他
の
縁
起
類
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。
さ
ら
に
、

「
自
宝
永
二
年
至
明
治
三
年
吉
田
村
民
谷
村
宮
指
出
神
名
帳
写
」
(
以
下
、
「
宮
指
出

(
2
)

神
名
帳
写
」
と
略
記
す
る
)
所
収
の
「
明
治
二
年
己
巳
秋
九
月
飯
石
郡
吉
田
民
谷

両
村
諸
社
諸
神
取
調
帳
」
を
手
が
か
り
に
、
旧
吉
田
村
に
お
い
て
金
屋
子
神
が
ど
の

よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
九
の
か
、
そ
の
具
体
相
も
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

山
崎

亮

と
も
と
は
現
在
の
社
地
か
ら
西
北
に
五
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
鉄
林
も
し
く
は

鉄
林
山
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
鎮
座
し
て
い
九
と
さ
れ
る
。
現
在
、
そ
の
跡
地
に
は
石

(
3
)

積
み
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
所
収
の
宝
永
二
(
一
七
0
五
)

年
と
享
保
ご
一
(
一
七
二
七
)
年
の
「
宮
差
出
神
名
帳
」
で
は
、
鉄
林
が
そ
の
所
在

地
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
宝
暦
一
四
(
一
七
六
四
)
年
以
降
は
川
尻
が
所

在
地
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
す
で
に
元
文
五
(
一
七
四
0
)
年
に
は
現
存
の
鳥
居
が

建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
七
二
七
年
か
ら
一
七
四
0
年
ま
で
の
間
に
社
殿
が
移
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
九
当
社
に
は
棟
札
が
多
く
残
さ
れ
て
い
て
、
近
世
以
来
た
び
た
び
書
写
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
一
年
の
「
自
寛
文
五
年
至
宝
暦
十
年

(
4
)

間
金
山
彦
神
社
造
営
棟
札
写
」
に
よ
る
と
、
こ
の
間
寛
文
五
(
一
六
六
五
)
年
、

延
宝
二
(
一
六
七
四
)
年
、
延
宝
九
(
一
六
八
一
)
年
、
享
保
三
年
、
宝
暦
一
 
0

(
一
七
六
0
)
年
の
五
枚
の
棟
札
が
現
存
す
る
が
、
と
く
に
興
味
深
い
の
は
延
宝
九

年
の
そ
れ
で
あ
る
。

(
マ
マ
)

棟
札
の
表
の
中
央
に
「
奉
建
立
金
屋
神
御
宮
一
{
于
・
:
・
・
・
神
主
田
辺
和
泉
{
寸
」
と
記

さ
れ
九
両
側
に
、
「
金
屋
子
神
縁
記
并
武
良
笥
之
大
事
比
田
村
口
田
ノ
御
社
二
有
由

承
田
辺
権
之
大
夫
諾
仕
武
良
笥
鍛
冶
之
大
事
安
部
殿
ヨ
リ
権
之
大
夫
二
御
相
伝
有

テ
此
社
二
納
ル
者
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
金
屋
子
神
縁
記
」
と
「
武
良

笥
[
村
下
]
之
大
事
」
が
西
比
田
金
屋
子
神
社
に
あ
る
と
聞
き
及
ん
だ
田
辺
権
之
大

夫
1
神
主
田
辺
和
泉
{
寸
の
こ
と
で
あ
ろ
う
ー
が
、
当
社
に
参
詣
し
て
神
職
安
部
氏

よ
り
「
武
良
笥
鍛
冶
之
大
事
」
を
「
相
伝
」
さ
れ
、
「
此
社
」
す
な
わ
ち
木
ノ
下
1

当
時
は
お
そ
ら
く
鉄
林
1
金
屋
子
神
社
に
納
め
九
と
さ
れ
る
。
棟
札
の
裏
に
は

「
于
時
延
宝
九
年
吉
田
村
鉄
森
御
宮
迂
宮
成
就
願
主
田
辺
五
郎
右
衛
門
」
と
あ
り
、

(
5
)

文
中
の
「
鉄
森
」
は
鉄
林
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
屯
当
初
田
辺
権
之
大
夫
が
そ
の
存
在
を
聞
き
及
ん
で
い
た
「
金
屋
子
神
縁
記
」

が
、
後
段
の
「
相
伝
」
さ
れ
た
文
書
の
な
か
か
ら
抜
け
て
い
る
の
に
は
、
い
さ
さ
か

一
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
成
立
と
展
開

木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
創
建
年
代
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
不
明
で
あ
る
が
、
も
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疑
問
が
残
る
1
単
な
る
書
き
落
と
し
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
は
「
金
屋
子
神
縁
記
」

だ
け
が
相
伝
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
ー
が
、
史
料
1
 
「
金
屋
子
神
略
記
」
の

、
、

「
其
後
田
辺
氏
比
田
郷
葛
城
宮
倍
礼
参
縁
起
御
守
大
事
等
ヲ
書
写
吉
田
ノ
新
殿
二

声
納
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
い
う
文
言
か
ら
見
れ
ば
、
「
金
屋
子
神
縁
記
」
も
書
写

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
金
屋
子
神
略
記
」
に
は
、
最
古
の
棟
札
と
同
じ
寛
文
五
年

五
月
吉
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
末
尾
に
は
「
再
建
立
于
時
延
宝
九

年
辛
酉
十
月
九
日
遷
宮
神
主
田
辺
和
泉
」
と
あ
り
、
願
主
田
辺
五
郎
右
衛
門
以
下
、

延
宝
九
年
の
棟
札
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
奉
行
、
代
官
、
下
郡
庄
屋
年
寄

(
6
)

ら
の
人
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
寛
文
五
年
の
木
ノ
下
金
屋
子
神

社
の
建
立
に
際
し
て
成
立
し
た
「
金
屋
子
神
略
記
」
が
、
延
宝
九
年
の
再
建
立
に
際

し
て
今
一
度
書
き
継
が
れ
、
「
金
屋
子
神
縁
記
」
や
大
事
を
西
比
田
金
屋
子
神
社
か

ら
受
け
継
い
だ
経
緯
が
棟
札
に
も
記
さ
れ
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
7
)

と
こ
ろ
で
相
良
英
輔
「
近
世
前
期
の
田
部
家
と
九
九
ら
経
営
」
に
よ
れ
ば
、
田
部

家
で
は
貞
享
四
(
一
六
八
七
)
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
鑪
経
営
を
め
ぐ
る
相
続
争

お
お
じ
ま
い

い
が
生
ず
る
。
田
部
家
七
代
五
右
衛
門
は
吉
田
村
の
大
次
米
鑪
を
操
業
し
て
い
九
。

五
右
衛
門
の
死
後
、
息
子
で
あ
る
五
右
衛
門
と
五
郎
右
衛
門
1
両
者
と
も
に
八
代

当
主
五
左
衛
門
の
兄
で
あ
っ
九
1
と
が
こ
の
大
次
米
鑪
の
共
同
経
営
に
当
る
が
、

三
年
後
に
は
五
郎
右
衛
門
の
み
で
操
業
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
間
の
紛
議
に
関
わ

る
文
書
の
な
か
で
、
両
者
は
「
弐
拾
三
年
以
前
午
年
」
(
寛
文
六
[
一
六
室
△
年
)

よ
り
兄
弟
で
三
年
間
「
寄
合
吹
」
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
田
部
家
の
た
た
ら
操

業
は
寛
文
五
年
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。
相
良
に
よ
る
こ
の
指
摘
は
、
木
ノ
下
金

(
8
)

屋
子
神
社
が
、
現
存
す
る
白
取
古
の
棟
札
1
 
「
奉
建
立
金
屋
子
神
工
于
:
:
:
本
願
田

辺
五
郎
右
衛
門
・
・
:
:
神
主
田
辺
和
泉
勝
長
・
・
:
:
寛
文
五
年
五
月
士
口
日
」
 
1
な
ら
、
び

に
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
張
通
り
、
寛
文
五
年
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
寛
文
五
年
、
延
宝
二
年
、
延
宝

九
年
ま
で
の
棟
札
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
の
願
主
は
い
ず
れ
も
田
辺
五
郎
右
衛
門
で

あ
っ
て
、
当
主
五
左
衛
門
で
は
な
か
っ
た
。
五
郎
右
衛
門
が
当
時
の
田
部
家
の
九
た

ら
経
営
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
九
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
や
延
宝
九
年
の
棟
札
で
見
る
か
ぎ
り
、
木
ノ

下
金
屋
子
神
社
は
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
勧
請
さ
れ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

西
比
田
金
屋
子
神
社
側
の
史
料
で
は
ど
ぅ
で
あ
ろ
う
か
。
当
社
は
安
政
五
(
一

、

が八
五
八
)
年
に
焼
失
し
て
再
建
さ
れ
九
が
、
文
書
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

近
世
期
の
田
部
家
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
証
拠
も
わ
ず
か
し
か
な
い
。
残
さ
れ
た
六

枚
の
近
世
期
の
棟
札
'
安
三
(
一
六
五
0
)
年
の
も
の
が
最
古
で
あ
る
ー
の
な

か
で
は
天
保
三
(
一
八
四
一
)
年
以
降
に
な
っ
て
ょ
う
や
く
、
田
部
長
右
衛
門
の

名
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
寛
政
三
(
一
七
九
一
)
年
、
文
化
四
(
一
八
0
七
)

年
、
文
政
二
(
一
八
一
九
)
年
の
三
次
に
わ
た
る
西
比
田
金
屋
子
神
社
「
勧
進
帳
」

に
は
、
最
後
の
文
政
二
年
に
な
っ
て
初
め
て
田
部
家
当
主
の
名
1
田
部
佐
一
右
衛

門
1
が
挙
が
る
。
も
と
よ
り
断
片
的
な
史
料
で
し
か
な
い
が
、
西
比
田
金
屋
子
神

社
と
田
部
家
と
の
関
わ
り
は
、
小
ノ
な
く
と
も
近
世
末
に
な
っ
て
ょ
う
や
く
本
格
化
す

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
0

い
ず
れ
に
せ
よ
鉄
林
山
か
ら
の
移
転
後
、
元
文
五
(
一
七
四
0
)
年
九
月
に
は

(
Ⅱ
)

「
田
部
長
右
衛
門
元
年
同
祖
右
衛
門
政
識
」
銘
の
石
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、
さ
ら
に

宝
暦
一
四
(
一
七
六
四
年
の
「
神
社
差
出
帳
」
(
前
掲
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
所

収
)
に
は
、
六
尺
八
尺
の
本
殿
、
二
間
五
間
の
拝
殿
、
五
尺
九
尺
の
随
身
門
、
高
さ

(
口
)

九
尺
の
石
鳥
居
を
備
え
九
「
金
山
彦
社
」
と
し
て
書
き
出
さ
れ
、
「
祭
礼
式
天
下

(
家
力
)

国
下
御
祈
禧
神
楽
御
幸
神
事
猿
田
彦
獅
子
競
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で

は
、
現
存
の
社
容
は
ほ
ぽ
整
い
、
祭
礼
も
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
ょ

(
玲
)

い
だ
ろ
、
つ
0

最
後
に
、
明
治
期
の
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

(
N
)

こ
れ
に
関
し
て
は
史
料
3
 
「
神
社
公
認
願
」
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
事
由
書

に
よ
れ
ば
、
「
金
山
彦
神
社
」
は
、
明
治
以
降
、
隣
接
す
る
木
ノ
下
八
幡
神
社
1
近
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世
に
は
川
尻
八
幡
宮
と
称
さ
れ
て
い
た
ー
の
摂
社
と
さ
れ
て
い
九
も
の
を
、
明
治

三
九
年
、
木
ノ
下
八
幡
神
社
が
村
社
兎
比
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
一
度

田
部
家
よ
り
廃
社
願
を
提
出
し
て
「
私
宅
内
鎮
守
」
と
し
て
奉
斎
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
今
一
度
、
無
格
社
と
し
て
公
認

す
る
よ
う
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
い
っ
九
ん
廃
社
を
届
出
九
も
の
を
、
再
び
稔
す

る
よ
う
願
い
出
た
真
意
は
判
明
で
は
な
い
が
、
田
部
家
に
よ
る
鑪
の
創
業
か
ら
説
き

起
こ
し
、
祖
神
崇
敬
の
理
念
と
国
家
へ
の
貢
献
を
強
調
す
る
文
面
は
、
時
代
の
雰
囲

気
と
と
も
に
、
明
治
末
、
「
洋
鉄
」
に
押
さ
れ
て
た
た
ら
経
営
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
つ
つ
ぁ
っ
た
田
部
家
に
よ
る
、
た
た
ら
製
鉄
へ
の
強
い
意
欲
を
に
じ
ま
せ
て
い

(
巧
)

て
興
味
深
い
。

今
一
っ
興
味
深
い
の
は
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
存
在
が
、
今
回
の
発
見
に
至
る

ま
で
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
九
と
え
ば
宝
永
二
(
一
七

0
五
)
年
「
宮
差
出
神
名
帳
」
(
前
掲
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
所
収
)
の
「
金
屋
子

神
御
宮
」
の
項
目
で
も
す
で
に
「
縁
起
古
証
文
社
領
ナ
シ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
明
治
期
ま
で
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
本
稿
で
も
す
で
に
そ
の
一
部
を
援
用
し

て
き
た
、
明
治
初
年
の
神
社
調
査
あ
る
い
は
明
治
末
年
の
神
社
合
祀
に
伴
う
諸
届

の
写
し
で
も
、
さ
ら
に
は
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
小
滝
遥
に
よ
る
調
査
に
お
い
て

も
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
へ
の
一
言
及
は
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
皆
無
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
こ
の
略
縁
起
が
、
三
田
原
八
幡
宮
1
近
世
期
は
吉
田
村
の
氏
神
で
あ
っ
た
ー

関
連
の
文
書
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
た
理
由
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
註
(
1
)
に
示

し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
文
書
は
明
治
三
三
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
こ
の
時
点
で
略
縁
起
の
存
在
も
田
部
家
内
で
知
ら
れ
て
ょ
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
0
 
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
っ
た
く
一
言
及
が
な
い
の
は
不
可
^
と
い
う
ほ
か
は
な

二
諸
他
の
縁
起
類
と
の
対
比
に
お
け
る
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
読
解

以
上
の
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
内
容
を
、
諸

他
の
縁
起
類
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
し
て
み
ょ
う
。

、
0

L

1
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
縁
起
類
の
位
相

金
屋
子
神
等
、
中
国
地
方
の
た
た
ら
製
鉄
を
め
ぐ
る
神
格
の
縁
起
に
つ
い
て
は
、

(
玲
)

目
次
謙
一
「
金
屋
子
神
縁
起
史
料
解
題
」
が
七
点
の
史
料
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容

を
検
討
し
て
先
後
関
係
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
検
討

の
た
め
の
予
備
作
業
と
し
て
、
目
次
が
取
り
上
げ
九
史
料
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し

(
Ⅱ
)

て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
年
代
順
に
番
号
を
付
し
て
お

0

も
っ
と
も
、
と
く
に
①
の
年
代
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
い
い
か
は
疑
問
も

く残
る
。

(
玲
)

①
「
諸
百
奎
旦
日
久
」
「
金
山
子
大
明
神
大
事
」
、
元
和
四
(
一
六
一
八
)
年
、
出
雲

能
義
郡
井
尻
保
(
日
次
横
屋
村
)
、
峯
三
所
権
現
(
現
熊
野
神
社
)
社
司
森
脇
清
高

の
記
名
あ
り

(
玲
)

②
下
原
重
仲

『
鉄
山
秘
圭
昌
公
己
「
金
屋
子
神
祭
文
雲
州
非
田
ノ
伝
」
)
、
天
明
四

年
、
伯
耆
日
野
郡
宮
市
村

(
一
七
八
巴

『
金
屋
子
縁
記
抄
』
、
文
政
八
(
一
八
二
五
)
年
、
石
見
那
賀
郡
大
田

③
石
田
春
律

村④
「
金
屋
子
神
秘
録
伝
」
、
安
政
三
(
一
八
五
◇
年
書
写
、
石
見
美
濃
郡
上
道
川

村

⑳

⑤

「
三
国
金
山
姫
宮
因
縁
」
、
万
延
元
(
一
八
六
0
)
年
書
写
、
備
中
阿
加
郡
花
見

村⑥
「
金
屋
子
神
略
縁
邑
明
治
三
(
一
八
七
八
)
年
、
明
治
一
八
年
書
写
、
石
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見
邑
智
郡
日
貫
村

⑦
下
村
尚
左
衛
門
『
鉄
山
記
』
公
己
「
金
屋
子
神
縁
起
」
)
、
年
代
・
原
所
在
地
不
明

.

(
和
鋼
博
物
館
蔵
)

こ
の
う
ち
、
②
『
鉄
山
秘
室
昌
と
③
『
金
屋
子
縁
器
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鑪
経
営

者
の
下
原
重
仲
と
石
田
春
律
の
手
に
な
る
も
の
で
、
と
も
に
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
や

経
営
・
歴
史
に
関
す
る
著
述
で
あ
り
、
そ
の
一
部
に
金
屋
子
神
の
縁
起
や
こ
れ
に
関

わ
る
伝
承
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
⑦
『
鉄
山
記
』
も
、
下
村
が
ど
の
よ
う
な
人
物

(
幻
)

で
あ
っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
に
凖
ず
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
残
り
の
四
点
は
、
お
そ
ら
く
神
職
や
僧
侶
な
ど
の
宗
教
者
に
よ
っ

て
流
通
さ
れ
た
縁
起
の
単
体
で
あ
る
。
①
「
諸
百
妻
旦
日
久
」
は
尼
子
氏
の
尊
崇
も

篤
か
っ
た
峯
三
所
権
現
に
伝
え
ら
れ
九
と
さ
れ
、
独
自
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、

④
「
金
屋
子
神
秘
録
伝
」
と
⑤
「
三
国
金
山
姫
宮
因
縁
」
、
な
ら
び
に
⑦
所
収
の

「
金
屋
子
神
縁
起
」
は
、
基
本
的
に
同
一
の
縁
起
の
変
化
型
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
な
か
で
、
内
容
の
整
合
性
や
記
述
の
成
熟
度
か
ら
見
る
と
、
⑤
が
基
本
型
に
近

(
記
)

い
と
推
測
さ
れ
る
。
⑥
「
金
屋
子
神
略
縁
記
」
は
、
⑤
に
依
拠
し
な
が
ら
、
記
述
が

大
幅
に
縮
小
さ
れ
九
略
縁
起
で
あ
る
。

西
比
田
金
屋
子
神
社
と
の
関
連
が
直
接
読
み
取
れ
る
の
は
、
末
尾
に
「
本
山
安
部
」

の
記
名
と
押
印
黛
め
ら
れ
る
⑥
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
⑥
は
、
明
治
三
年
に

(
器
)

西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
直
接
配
布
さ
れ
九
略
縁
起
の
写
し
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
⑥
の
典
拠
と
目
さ
れ
る
⑤
に
も
、
末
尾
に
「
雲
州
比
田
安
部
氏
由
来
金
城
陽

麟
馬
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
の
流
布
を
確
學
き
る
。

さ
ら
に
②
所
収
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
も
、
「
雲
州
非
田
の
社
、
金
屋
子
神
の
社
人

所
持
伝
来
」
し
て
唱
え
る
「
秘
密
の
祭
文
」
だ
っ
た
と
す
る
下
原
重
仲
の
証
言
が
あ

り
、
ま
た
②
に
は
祭
文
以
外
に
も
安
部
氏
に
関
わ
る
具
体
的
な
賑
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
縁
起
類
に
は
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
と
の
関
係
を
直
接
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
①
な
ら
び
に
④
と
⑦
に
は
そ
も
そ
も
安
部
氏
が
登
場
せ
ず
、

西
比
田
金
屋
子
神
社
に
関
し
て
①
は
沈
黙
し
、
④
⑦
で
は
金
山
姫
宮
が
降
臨
し
て
建

ヒ
テ
タ
ク
ウ

立
さ
れ
る
神
社
は
「
秀
田
宮
」
と
称
さ
れ
る
。
③
で
は
安
部
氏
は
金
屋
子
神
の
後
商

と
し
て
付
随
的
に
登
場
す
る
も
の
の
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
に
は
ま
っ
た
く
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。

次
に
、
内
容
に
関
連
し
て
ま
ず
以
て
興
味
深
い
の
は
、
各
縁
起
に
見
ら
れ
る
神
名

が
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
九
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
金
屋
子
神
が
全
面
に
出
て
い
る
の

は
、
「
五
只
金
屋
子
ノ
神
ナ
リ
」
と
み
ず
か
ら
宣
言
す
る
「
金
屋
子
神
祭
文
」
を
含

む
②
、
ま
た
金
山
彦
と
金
山
姫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
「
玉
ノ
様
成
ル
男
子
」
の
金
屋

子
神
を
軸
に
独
自
の
物
乗
展
開
す
る
③
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
①
は

「
見
目
美
シ
キ
女
人
」
た
る
「
金
山
子
大
明
神
」
、
④
⑤
⑦
で
は
「
金
山
姫
宮
」
「
金

(
羽
)

山
妃
宮
」
あ
る
い
は
「
金
山
神
」
、
④
⑦
で
は
さ
ら
に
「
金
屋
子
神
」
、
「
鉄
屋
子
」
、

「
金
山
権
現
」
な
ど
の
文
字
も
見
え
る
。
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
直
接
流
布
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
⑥
で
さ
え
、
登
場
す
る
神
名
は
「
金
山
姫
金
山
彦
尊
」
あ
る
い
は

「
金
山
尊
神
」
で
あ
る
。

た
た
ら
製
鉄
に
関
わ
る
神
名
の
こ
の
よ
う
な
多
様
性
は
、
石
見
地
方
の
地
域
社
会

(
部
)

の
小
祠
や
森
神
(
神
木
)
の
祭
祀
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
近

世
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
金
屋
子
神
は
一
義
的
に
規
定
さ
れ
る
存
在
で
は
な

く
、
金
山
神
、
金
山
彦
、
金
山
姫
等
の
神
格
と
重
層
し
つ
つ
、
ゆ
る
や
か
に
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
自
体
が
、
⑤
で
は

金
山
姫
宮
、
⑥
で
は
金
山
姫
金
山
彦
尊
を
祭
神
と
し
て
前
面
に
打
ち
出
し
て
ぃ
る
の

も
興
味
深
い
。
②
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、
小
ノ
な
く
と
も

こ
こ
で
も
金
屋
子
神
と
い
う
神
名
の
揺
れ
動
き
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
と
の
関
連
も
ふ
ま
え
、
こ
れ
ら
縁
起
類
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
②
『
鉄
山
秘
室
昌
と
⑤
「
三
国
金
山
姫
宮
因
縁
」
と
を
取
り
上
げ
、

そ
の
内
{
谷
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
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周
知
の
よ
う
に
②
所
収
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
で
は
、
播
磨
国
志
相
郡
(
し
さ
は

こ
お
り
)
岩
鍋
に
「
作
金
者
金
屋
子
ノ
神
」
が
降
臨
、
つ
い
で
白
鷺
に
乗
っ
て
出
雲

国
「
野
義
郡
黒
田
之
奥
比
田
」
に
到
来
し
、
山
林
の
桂
の
木
に
と
ま
っ
て
休
む
。
狩

に
出
て
い
た
安
部
氏
正
重
の
犬
が
金
屋
子
神
の
発
す
る
「
光
明
」
を
見
つ
け
て
吠
え

る
。
「
五
只
金
屋
子
ノ
神
ナ
リ
」
と
宣
言
し
九
金
屋
子
神
は
、
み
ず
か
ら
村
下
と
な
っ

て
盛
ん
に
鉄
を
吹
く
の
だ
が
、
そ
の
際
、
「
長
田
兵
衛
朝
日
長
者
」
が
「
高
殿
」
を

(
6
)

立
て
て
炭
と
粉
鉄
を
集
め
、
社
を
建
て
て
安
部
正
重
を
神
主
に
し
た
、
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
②
に
は
こ
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
記
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
一
局
殿
の
内
部
に
築
か
れ
た
「
御
山
」
と
称
さ
れ
る
士
壇
を
金
屋

子
神
の
神
体
と
し
た
、
あ
る
い
は
金
屋
子
神
は
村
下
を
伴
っ
て
天
降
っ
九
と
か
、
金

屋
子
神
自
身
の
死
骸
な
い
し
は
村
下
の
死
骸
を
押
立
柱
に
立
て
か
け
る
と
鉄
が
よ
く

吹
け
た
と
か
、
さ
ら
に
は
村
下
の
死
骸
を
金
屋
子
神
の
神
体
と
し
た
等
々
。
ま
た
、

「
鉄
山
所
三
ブ
ハ
偏
三
女
部
氏
ヲ
金
屋
子
ノ
神
卜
崇
敬
ス
ル
事
往
昔
ヨ
リ
仕
ク
セ
ナ

(
即
)

リ
」
と
し
て
、
安
部
氏
の
「
神
徳
」
を
強
調
し
て
い
る
。

一
方
、
⑤
「
三
国
金
山
姫
宮
因
縁
」
で
は
、
本
文
巻
頭
に
「
金
山
姫
宮
三
国
伝
来

巻
」
と
記
さ
れ
、
天
竺
・
唐
・
日
本
と
い
う
三
国
伝
来
の
仏
教
的
世
界
観
を
前
提
と

し
て
、
金
山
姫
宮
・
金
山
神
の
活
躍
が
描
き
出
さ
れ
る
。
「
大
日
如
来
ノ
化
身
」
九

る
金
山
姫
宮
は
当
初
須
弥
山
に
籠
っ
て
い
た
が
、
「
宮
殿
造
営
」
の
た
め
鉄
器
を
求

め
る
伊
井
諾
伊
井
再
に
懇
請
さ
れ
て
日
本
に
赴
く
。
金
山
姫
宮
は
以
前
、
釈
迦
の
た

め
に
祇
園
精
舎
の
鐘
を
作
っ
九
と
さ
れ
、
ま
た
唐
に
つ
い
て
は
鉄
剣
の
製
造
に
ま
つ

わ
る
干
将
莫
耶
伝
説
が
引
用
さ
れ
る
。
日
本
で
は
金
山
神
と
し
て
、
ま
ず
「
奥
州
国

岩
萩
郡
信
夫
庄
」
山
家
に
顕
わ
れ
て
「
黄
金
ヲ
吹
」
き
、
つ
い
で
備
中
の
中
山
細
川

谷
に
鑪
を
初
め
て
建
て
る
。
こ
う
し
て
「
備
中
之
国
ハ
鑪
ノ
根
本
鉄
ノ
始
メ
ナ
リ
」

と
さ
れ
、
そ
の
後
「
能
儀
郡
比
田
庄
黒
田
奧
梛
木
之
森
、
一
降
'
、
従
0
夫
連
綿
1

元
祖
神
霊
考
二
金
屋
子
神
社
,
崇
ゴ
安
部
,
連
其
後
胤
無
疑
1
顕
然
,
リ
」
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
安
部
連
の
死
骸
を
「
鑪
ノ
本
柱
二
押
立
」
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
鉄
が
よ
く
湧
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
「
押
立
柱
」
の
名
称
の
由
来

が
説
か
れ
、
ま
た
「
鑪
ノ
内
ヲ
本
山
卜
祝
イ
奉
」
る
故
に
安
部
氏
の
こ
と
を
「
本
山

安
部
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
縁
起
で
あ
る

(
記
)

死
桟
と
鑪
と
の
強
い
関
連
を
示
す
伝
承
が
共
通
し
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
そ
の

、

がモ
チ
ー
フ
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
金
屋
子
神
と
い
う
神
格
の
独
自
性
が

(
器
)

打
ち
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
比
田
へ
の
降
臨
の
あ
り
さ
ま
が
つ
ぶ
さ
に
描
写
さ
れ
、

こ
れ
を
祀
る
安
部
氏
の
神
性
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⑤
で
は
、
仏
教
的
世

界
観
を
背
景
に
金
山
姫
宮
・
金
山
神
の
文
化
神
的
性
格
1
鉄
器
を
も
た
ら
す
こ
と

(
3
)

で
人
間
生
活
を
向
上
さ
せ
る
ー
が
強
調
さ
れ
、
安
部
氏
を
、
比
田
に
降
臨
し
た
金

山
神
の
後
商
と
位
置
づ
け
る
。
ち
な
み
に
、
寛
政
三
(
一
七
九
一
)
年
の
西
比
田
金

(
訂
)

屋
子
神
社
「
勧
進
帳
」
の
趣
意
書
で
は
、
「
金
剛
界
之
大
日
」
の
垂
迹
九
る
「
金
山

姫
宮
尊
神
」
が
「
衆
生
済
度
」
の
た
め
に
「
雲
州
黒
田
奥
降
臨
」
し
て
安
部
氏
に
製

鉄
を
教
え
、
こ
の
「
先
祖
安
部
神
霊
」
を
「
金
屋
子
神
」
と
し
て
祀
っ
た
、
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
⑤
「
三
国
金
山
姫
宮
因
縁
」
の
モ
チ
ー
フ
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
文
化
四

(
3
)

(
一
八
0
七
)
年
の
「
勧
進
帳
」
の
趣
意
書
で
は
、
金
山
姫
宮
に
は
一
切
言
及
さ
れ

ず
、
「
吾
祖
金
屋
子
神
と
申
奉
る
は
黒
田
の
奥
桂
木
乃
森
に
跡
を
垂
れ
ま
し
ま
す
」

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
金
屋
子
神
が
独
自
の
神
格
と
し
て
降
臨
し
た
と
す
る

②
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
の
モ
チ
ー
フ
に
近
い
。
二
系
統
の
伝
承
の
関
係
を
ど
ぅ
整

合
的
に
理
解
す
る
か
は
難
し
い
問
題
だ
が
、
少
な
く
と
も
両
者
い
ず
れ
も
近
世
末
の

西
比
田
金
屋
子
神
社
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
縁
起
類
に
見
ら
れ
る
年
号
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
①
「
真

言
二
日
久
」
と
②
『
鉄
山
秘
室
昌
以
外
に
は
、
金
山
姫
宮
や
金
屋
子
神
が
日
本
に
到

来
し
た
年
号
、
な
い
し
は
比
田
に
降
臨
し
た
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑤
「
三
国
金

山
姫
宮
因
縁
」
で
は
「
嘉
祐
元
年
甲
子
三
月
十
一
日
甲
子
日
」
と
さ
れ
、
翌
二
年
一

一
月
八
日
が
祭
日
と
さ
れ
る
。
④
と
⑦
で
は
、
「
嘉
祐
」
が
「
善
祐
」
に
代
わ
っ
て
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い
る
。
ち
な
み
に
「
善
祐
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
嘉
祐
」
は
中
国
北
宋
の
年
号
と

し
て
存
在
す
る
(
一
 
0
五
六
S
-
 
0
六
三
年
)
。
た
だ
し
実
際
の
「
嘉
祐
元
年
」
の

干
支
は
丙
申
で
、
甲
子
で
は
な
い
。
③
『
金
屋
子
縁
記
抄
』
や
⑥
「
金
屋
子
神
略
縁

記
」
の
よ
う
に
、
単
に
「
甲
子
年
三
月
十
一
日
甲
子
日
」
と
い
う
表
現
も
あ
っ
て
、

お
そ
ら
く
干
支
の
組
合
せ
の
最
初
に
当
る
甲
子
を
、
日
本
に
お
け
る
た
九
ら
製
鉄
の

最
初
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
 
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
位
置

さ
て
、
い
さ
さ
か
迂
路
を
経
た
感
も
あ
る
が
、
以
上
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
木
ノ

下
金
屋
子
神
社
の
略
史
な
ら
び
に
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
縁
起
類
の
位
相
を
ふ
ま
え
、

こ
の
九
び
発
見
さ
れ
九
「
金
屋
子
神
略
記
」
を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
最
初
に
そ
の

概
要
を
簡
単
に
九
ど
っ
て
お
く
。

冒
頭
に
記
紀
に
も
と
づ
く
神
統
勇
掲
げ
ら
れ
、
伊
井
諾
・
伊
井
自
尊
の
子
と
し

て
生
ま
れ
九
金
山
彦
命
と
金
山
姫
命
が
、
ま
ず
「
善
祐
元
甲
子
歳
三
月
十
一
日
」
に

「
奥
州
信
夫
山
家
」
に
現
わ
れ
て
「
黄
金
吹
」
き
、
そ
の
後
、
「
吉
備
国
中
山
細
谷
」

と
さ
れ
る
。
次
い
で
鑪
施
設
の
各
部
分
の
名
数
が

に
鑪
を
建
て
て
「
鉄
吹
」

、
ナ

神
仏
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
「
善
祐
二
乙
丑
年
十
一
月
初
八
日
」
に
祭
日
が
定
め
ら
れ

九
、
と
い
う
。
さ
ら
に
「
ま
が
ね
ふ
く
吉
備
の
中
山
帯
に
せ
る
細
谷
川
の
音
の
さ

や
け
さ
」
と
い
う
、
古
今
和
歌
集
や
催
馬
楽
に
も
収
め
ら
れ
た
歌
を
中
心
に
、
他
の

(
器
)

縁
起
類
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
三
首
が
引
か
れ
、
九
た
ら
製
鉄
の
濫
觴
と
し
て
の
「
備

中
鉄
」
が
強
調
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
「
御
形
容
異
霊
美
神
」
九
る
「
金
祖
金
山
姫
命
」
が
「
雲
州
比
田
庄
葛

城
森
」
に
「
光
ヲ
放
」
ち
て
現
わ
れ
、
「
寺
需
乏
に
導
か
れ
た
安
部
氏
に
対
し
て
、

脊
属
と
も
ど
も
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
を
伝
授
し
て
「
何
国
ト
モ
不
知
飛
去
」
つ
て

し
ま
う
。
教
え
に
従
っ
て
安
部
氏
は
鉄
を
作
り
続
け
る
が
、
製
鉄
の
奥
義
を
自
分
の

子
供
に
も
伝
え
な
い
ま
ま
七
十
有
余
歳
で
死
去
し
、
残
さ
れ
た
子
供
は
鉄
を
吹
こ
う

と
し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
「
不
思
議
ノ
余
父
乃
死
骸
ヲ
堀
出
鑪
ノ
内
押
立
二
寄
立

置
」
く
と
、
鉄
が
よ
く
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
死
骸
を
「
鑪
内
二
埋
置
塚

ヲ
築
金
屋
子
神
卜
声
斎
」
し
た
。
こ
れ
が
「
比
田
庄
金
屋
子
ノ
一
社
」
す
な
わ
ち

西
比
田
金
屋
子
神
社
の
起
源
と
な
っ
九
の
で
あ
り
、
十
月
初
子
日
が
そ
の
祭
日
で
あ

る
0

こ
れ
に
続
け
て
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
由
来
が
語
ら
れ
る
。
吉
田
村
の
「
神
主
田

辺
氏
」
が
、
「
世
上
守
神
」
九
る
「
女
神
」
 
1
し
九
が
っ
て
安
部
氏
の
死
骸
を
神
体

と
す
る
金
屋
子
神
で
は
な
く
、
金
山
姫
命
か
ど
ぅ
か
も
判
明
で
は
な
い
ー
の
夢
告

に
よ
り
西
比
田
金
屋
子
神
社
に
参
語
し
、
一
本
の
幣
を
勧
請
し
た
い
と
申
し
出
る
が
、

「
{
女
部
権
太
夫
」
は
こ
れ
を
い
っ
た
ん
拒
絶
、
田
辺
氏
は
空
し
く
帰
る
。
と
こ
ろ
が

安
部
氏
の
娘
が
「
卒
二
物
狂
」
い
、
「
吾
者
和
光
同
塵
、
二
父
衆
生
済
度
可
"
為
何
故

、
、

、

吾
ヲ
信
者
乎
空
令
ン
帰
早
々
幣
帛
遣
べ
シ
」
と
い
う
「
女
神
」
の
託
宣
に
従
っ
て
三

本
の
幣
を
田
辺
氏
に
届
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
田
辺
氏
は
「
金
屋
子
大
明
神
」
を
祀

る
一
社
を
建
立
す
る
に
至
り
、
四
月
三
日
と
九
月
三
日
を
祭
日
と
定
め
る
。
そ

の
後
田
辺
氏
は
「
比
田
ノ
郷
葛
城
宮
」
す
な
わ
ち
西
比
田
金
屋
子
神
社
に
参
詣
し

て
「
縁
起
御
守
大
事
等
」
を
書
写
し
、
こ
れ
を
「
吉
田
ノ
新
殿
」
に
奉
納
し
九
。

ま
ず
以
て
、
ー
で
取
り
上
げ
九
諸
他
の
縁
起
類
と
の
最
大
の
相
違
点
は
、
木
ノ
下

金
屋
子
神
社
と
い
う
特
定
の
神
社
の
成
立
を
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
と
の
関
連
で
明

確
に
語
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
段
の
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
由
来
に
関
し

て
は
、
金
山
姫
命
が
善
祐
元
甲
子
年
、
奥
州
信
夫
郡
に
現
わ
れ
、
つ
い
で
備
中
で
鑪

を
建
て
、
さ
ら
に
比
田
に
降
臨
し
た
と
す
る
筋
道
が
、
基
本
的
に
⑤
「
三
国
金
山
姫

宮
因
縁
」
系
統
の
伝
承
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
三

国
伝
来
の
仏
教
的
色
彩
な
ら
び
に
文
化
神
的
性
格
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、

金
山
姫
命
が
降
臨
す
る
際
の
光
の
モ
チ
ー
フ
や
、
安
部
氏
の
死
骸
を
埋
め
た
塚
を
金
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屋
子
神
と
し
て
奉
斎
す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
む
し
ろ
②
『
鉄
山
秘
皇
昌
系
統

の
伝
承
に
類
似
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
翻
っ
て
み
れ
ば
、
「
金
屋
子
神
略
記
」

の
張
は
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
「
金
屋
子
神
縁
記
」
 
1
木
ノ
下
金
屋
子
神
社

の
延
宝
九
年
の
棟
札
に
そ
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
ー
の
内
容
を
反
映
し
て
い

る
は
ず
で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
後
者
こ
そ
が
諸
他
の
縁
起
類
の
原
型
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
素
朴
な
形
で
未
分
化
に
包
摂
さ
れ
て
い
九
伝
承
が
や
が
て
多
様
に

展
開
し
、
さ
ら
に
新
た
な
要
素
を
取
り
込
ん
で
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
②
や
⑤
の
よ

う
な
形
に
定
着
し
て
い
っ
た
、
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
金
屋
子
神
略

記
」
の
前
半
部
は
、
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
縁
起
類
の
原
型
の
一
端
を
窺
う
こ
と
の
で

き
る
、
貴
重
な
史
料
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
奥
州
、
備
中
を
経
由
し
て
比
田
に
降
臨
し
た
金
山
姫

命
が
安
部
氏
に
製
鉄
技
術
を
伝
え
、
そ
の
安
部
氏
の
死
骸
を
神
体
と
し
て
金
屋
子
神

が
成
立
し
九
と
す
る
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
モ
チ
ー
フ
こ
そ
が
、
金
屋
子
神
を
め
ぐ

る
諸
縁
起
の
原
型
を
示
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
も
っ
と
も
「
金
屋
子
神
略
記
」

、

原
縁
起
と
し
て
の
「
金
屋
子
神
縁
記
」
の
内
容
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
の

がか
が
判
然
と
せ
ず
、
さ
ら
に
は
「
金
屋
子
神
縁
記
」
に
先
立
つ
縁
起
が
存
在
し
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
単
な
る
推
測
に
と
ど
ま
る
。
あ
る

い
は
ま
た
、
原
縁
起
と
し
て
の
「
金
屋
子
神
縁
記
」
に
含
ま
れ
て
い
た
モ
チ
ー
フ
の

な
か
に
は
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
ず
消
滅
し
て
い
っ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
安
部
氏
田
辺
氏
い
ず
れ
も
が
夢
告
に
よ
っ
て
金
山
姫
命
や
「
女
神
」

に
導
か
れ
、
ま
た
安
部
氏
の
娘
に
「
女
神
」
が
愚
依
し
て
託
宣
を
下
す
と
い
っ
た

シ
ャ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
諸
他
の
縁
起
類
に
は
見
ら
れ
な
い
「
金

屋
子
神
略
記
」
独
自
の
特
徴
と
い
え
る
が
、
こ
れ
が
原
縁
起
と
し
て
の
「
金
屋
子
神

縁
記
」
に
由
来
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

後
段
の
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
成
立
譚
に
関
わ
っ
て
は
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
か

ら
幣
を
勧
請
し
た
い
と
す
る
田
辺
氏
の
懇
願
を
、
安
部
権
太
夫
が
い
っ
た
ん
拒
絶
し

た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
「
女
神
」
が
安
部
氏
の
娘
に
取
り
愚
き
、
権
大
夫
を
諫
め
て

幣
を
送
り
届
け
、
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
を
成
立
さ
せ
九
わ
け
だ
が
、
こ
の
物
語
の
背

景
と
し
て
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
1
あ
る
い
は
安
部
氏
1
と
木
ノ
下
金
屋
子
神
社

ー
あ
る
い
は
田
^
^
ー
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
^
^
が
^
^
し
た
の
だ
ろ
う
か
、

は
た
ま
た
大
規
模
な
た
た
ら
経
営
に
乗
り
出
し
始
め
た
田
部
家
の
自
負
心
の
あ
ら
わ

れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
屋
子
神
の
後
商
た
る
安
部
氏
に
と
っ

て
は
い
か
に
も
不
都
合
な
役
回
り
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
「
金
屋
子
神
略
記
」
が
永

(
3
)

ら
く
秘
匿
さ
れ
て
き
た
理
由
の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

三
旧
吉
田
村
に
お
け
る
金
屋
子
神
祭
祀

最
後
に
、
旧
吉
田
村
に
お
い
て
金
屋
子
神
が
ど
の
よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
か
、

そ
の
具
体
相
の
一
端
に
触
れ
て
お
き
九
い
。
近
年
で
は
、
九
と
え
ば
田
部
清
蔵
『
吉

田
村
で
の
金
屋
子
信
仰
』
(
私
家
版
、
一
九
九
0
年
)
や
前
掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の

基
礎
的
研
究
』
な
ど
、
金
屋
子
神
を
祀
る
小
祠
の
実
態
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
た
ら
製
鉄
自
体
が
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
現
状
で

いは
、
地
域
社
会
に
お
け
る
往
時
の
金
屋
子
神
祭
祀
の
面
影
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
こ
で
は
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
史
料
2
 
「
明
治
二
年
己
巳
秋
九
月
飯
石
郡
吉

(
闘
)

田
民
谷
両
村
諸
社
諸
神
取
調
帳
」
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
史
料
で
は
、
明
治
二
年
の
時
点
に
お
い
て
旧
吉
田
村
な
ら
び
に
旧
民
谷
村
に

所
在
し
た
小
祠
と
「
諸
神
」
が
地
区
ご
と
に
す
べ
て
書
き
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神

名
の
前
に
は
所
在
地
の
小
字
な
い
し
は
屋
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
祠
の
場
合
に
は

0
0
祠
と
記
さ
れ
、
併
せ
て
祠
の
寸
法
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
村
で
は
大
歳
祠
、

山
神
祠
な
ど
二
0
社
、
民
谷
村
で
は
竜
宮
祠
な
ど
八
社
を
数
え
る
。
す
で
に
宝
永
二

(
一
七
0
五
)
年
の
「
宮
差
出
神
名
帳
」
で
は
、
民
谷
村
に
大
歳
明
神
と
三
嶋
明
神

と
い
う
「
小
宮
」
の
記
載
が
見
ら
れ
、
寛
政
六
(
一
七
九
四
)
年
の
「
神
社
書
出
帳

控
」
で
は
吉
田
村
の
「
小
宮
八
社
」
と
し
て
、
大
歳
大
明
神
三
社
、
松
原
大
明
神
、
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金
屋
子
神
社
、
木
主
大
明
神
、
金
比
羅
権
現
が
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
に

比
べ
れ
ば
小
祠
の
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
明
治
二
年

「
取
調
帳
」
の
記
載
に
は
、
小
祠
で
は
な
い
「
諸
神
」
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。

そ
の
な
か
の
主
だ
っ
た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
吉
田
村
で
は
水
神
の
三
一
三
ケ
所
を
筆

頭
に
、
塚
所
一
 
0
四
ケ
所
、
荒
神
ハ
ハ
ケ
所
、
山
神
四
五
ケ
所
、
金
屋
子
神
ニ
ケ

所
、
御
崎
神
三
ケ
所
と
続
く
。
民
谷
村
で
は
水
神
五
ニ
ケ
所
、
荒
神
二
九
ケ
所
、

(
開
)

金
屋
子
神
と
地
主
神
が
六
ケ
所
ず
つ
等
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
屋
号
が
記
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
家
の
屋
敷
神
と
し
て
、
あ
る
い
は
神
棚
に
祀
ら
れ
る
場

合
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
小
字
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
そ
ら
く
神
木
に
祀
ら

れ
る
神
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
史
料
2
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

「
ふ
ろ
山
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
が
「
ふ
ろ
」
と
は
一
般
に
藪
や
森
の
こ
と
を

指
し
、
こ
こ
で
い
う
「
ふ
ろ
山
」
と
は
、
一
定
範
囲
の
藪
を
神
域
と
し
て
祀
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
種
類
と
し
て
は
荒
神
が
過
半
を
占
め
る
が
、
吉
田
村
で
四
ニ
ケ
所
、
民

谷
村
で
三
ケ
所
を
数
え
、
な
か
に
は
「
玉
垣
一
」
を
周
囲
に
め
ぐ
ら
す
も
の
も
あ
っ

た
。
そ
の
大
き
さ
と
し
て
は
「
一
間
四
方
」
か
ら
、
「
八
畝
」
に
至
る
ま
で
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
単
独
の
神
木
に
祀
ら
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
宝
永
二
年
「
宮
差
出
神
名
帳
」
で
は
、
吉
田
村
に
つ
い
て
は
「
荒
神
四

拾
弐
所
有
但
百
姓
衆
十
月
ノ
比
毎
年
少
之
初
尾
三
プ
幣
立
祭
ナ
リ
内
御
崎
山

?
マ
)

ノ
神
口
口
地
神
此
神
立
四
十
二
荒
神
ノ
内
ナ
リ
」
、
同
様
に
民
谷
村
に
つ
い
て
は

?
3

「
荒
神
十
所
外
二
口
神
才
ノ
神
二
所
合
〆
拾
二
神
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
宝

暦
一
四
(
一
七
六
四
)
年
の
「
神
社
指
出
帳
」
で
は
、
吉
田
村
の
「
荒
神
山
」
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
主
・
所
有
者
の
名
前
や
屋
号
と
と
も
に
「
三
拾
七
山
」
が
数
え

上
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
七
山
を
綿
屋
(
田
部
家
)
が
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
総
数

か
ら
見
る
と
、
近
世
期
の
「
神
名
帳
」
な
ど
に
「
一
市
神
」
な
い
し
は
「
荒
神
山
」
と

し
て
書
き
出
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
明
治
二
年
「
諸
社
諸
神
取
調
帳
」
に
い
わ
ゆ
る

「
ふ
ろ
山
」
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
期
の
種
々
の
取
調
で
は
、
単

一
＼

独
の
神
木
に
祀
る
神
々
は
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
ふ
ろ
山
」
の
数
が

世
紀
以
降
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
に
、
単
独
の
神
木
も

多
く
祀
ら
れ
て
い
九
も
の
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
旧
吉
田
村
・
民
谷
村
で
は
、
明
治
初
年
ま
で
は
無
数
の
神
木
に
神
々
が

祀
ら
れ
て
い
九
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
先
の
{
手
永
二
年

「
宮
差
出
神
名
帳
」
の
記
載
に
も
あ
っ
九
よ
う
に
、
秋
に
初
穂
を
供
え
、
幣
を
立
て

て
祀
る
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
神
木
の
祭
祀

形
態
は
、
出
雲
の
み
な
ら
ず
石
見
地
方
全
域
で
も
広
く
確
認
さ
れ
る
。
石
見
地
方
で

は
そ
れ
ら
は
「
荒
神
森
」
と
か
「
木
根
神
」
や
「
藪
神
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
明
治
三

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
神
社
調
査
に
際
し
て
は
「
森
神
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
括
ら

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
神
木
の
祭
祀
は
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
明
治
以

降
急
速
に
失
わ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
記
憶
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

金
屋
子
神
も
明
治
二
年
の
時
点
で
は
、
諸
他
の
神
格
と
ほ
ぼ
同
様
に
祀
ら
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
所
在
地
の
小
字
(
あ
る
い
は
屋
号
)
名
を
史
料
2
か
ら
拾
っ
て

列
挙
す
る
と
、
大
吉
田
(
宮
ノ
奥
火
ノ
除
、
清
田
谷
)
、
杉
戸
(
桧
谷
荒
神
脇

古
鍛
冶
屋
)
、
川
尻
(
古
山
、
上
大
呂
、
集
リ
、
粟
原
、
鉄
林
山
)
、
菅
谷
(
家
ノ
奥

本
家
、
寺
原
、
大
畑
)
、
芦
谷
(
向
芦
谷
、
竹
ノ
内
、
坂
根
、
サ
ビ
、
古
鍛
冶
尾

七
本
木
、
木
地
山
)
、
民
谷
村
合
ク
ロ
、
上
藤
谷
、
谷
、
田
中
、
鋳
物
屋
)
、
民
谷

村
廣
瀬
御
領
(
上
権
田
)
と
な
る
。
杉
戸
の
桧
谷
荒
神
脇
の
大
元
金
屋
子
神
祠
、
芦

谷
木
地
山
の
金
屋
子
祠
'
政
四
年
以
降
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
る
1
以
外
に
は
、

た
と
え
ば
鉄
林
山
の
元
宮
金
屋
子
神
の
よ
う
に
石
積
み
の
場
合
や
あ
る
い
は
個
人
宅

の
神
棚
や
屋
敷
神
も
含
ま
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
大
半
は
神
木
に

祀
ら
れ
て
い
九
と
考
え
ら
れ
る
。
九
と
え
ば
民
谷
村
の
鋳
物
屋
で
は
竪
四
間
横
九
間

の
「
ふ
ろ
山
」
に
金
屋
子
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
石
見
地
方
で

も
同
様
で
、
金
屋
子
神
は
か
な
り
広
範
に
「
森
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
ぃ
九
の
で
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(
器
)

あ
っ
た
0

お
わ
り
に

以
上
、
今
回
の
田
部
家
古
文
書
調
査
に
お
い
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
金
屋
子
神

略
記
」
を
め
ぐ
り
、
木
ノ
下
金
屋
子
神
社
の
略
史
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
諸
他
の
縁
起
類

と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
内
{
谷
を
検
討
し
た
。
お
そ
ら
く
寛
文
五
年
の
木
ノ
下
金

屋
子
神
社
の
成
立
と
と
も
に
、
そ
の
由
来
を
西
比
田
金
屋
子
神
社
と
の
関
連
で
描
き

出
し
た
「
金
屋
子
神
略
記
」
は
、
金
屋
子
神
を
め
ぐ
っ
て
多
様
に
展
開
し
九
種
々
の

縁
起
類
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
原
型
の
一
端
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
本
稿
で
導
か
れ
た
結
論
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
ご
く
限
ら
れ

た
史
料
に
依
拠
す
る
一
っ
の
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
確
実
な
論
証
に
到
る
た
め
に
は
、
よ

り
広
範
な
。
ハ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
も
と
、
当
時
の
出
雲
地
方
の
具
体
的
な
{
示
教
状
況

の
詳
細
な
検
討
と
付
き
合
わ
せ
る
作
業
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

註

(
1
)
表
書
に
は
「
金
屋
子
略
記
」
と
あ
る
仮
綴
の
竪
冊
で
あ
る
が
、
本
文
冒
頭
の
題
名
に
あ
る

「
金
屋
子
神
略
記
」
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
文
書
は
、
「
明
治
三
十
三
年
六
月
三
田

原
八
幡
宮
上
地
林
下
戻
願
圭
旦
途
」
と
表
書
さ
れ
た
袋
(
田
部
家
文
晝
中
下
九
上
上
一
)
の

な
か
に
、
八
幡
宮
の
社
有
林
に
関
す
る
書
類
と
共
に
、
縦
に
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
入
っ
て
い
た
。

(
2
)
田
部
家
文
晝
右
上
五
前
,
七
,
二
六
,
七
。
こ
れ
は
、
宝
永
二
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
、

旧
吉
田
村
と
旧
民
谷
村
の
神
祇
に
関
わ
っ
て
、
三
田
原
八
幡
宮
の
歴
代
の
神
職
が
書
出
し
て
提

出
し
九
控
え
記
録
の
集
成
で
あ
り
、
明
治
以
降
、
兎
比
神
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
九
が
、
田
部
家

の
職
員
で
あ
っ
た
小
滝
遥
が
昭
和
三
年
六
月
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
兎
比
神
社

に
は
こ
の
原
本
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
写
本
な
が
ら
血
貝
重
な
史
料
と
い
え
る
。

(
3
)
小
瀧
遥
は
鉄
林
山
か
ら
現
在
地
へ
の
金
屋
子
神
社
の
移
転
を
め
ぐ
う
て
、
田
部
家
の
文
書
を

渉
猟
し
、
そ
の
抜
書
や
み
ず
か
ら
の
見
解
の
メ
モ
を
「
昭
和
三
年
九
月
鉄
林
山
金
屋
子
神
社

関
係
書
類
」
(
田
部
家
文
晝
右
上
三
後
,
六
上
一
三
)
と
題
し
た
綴
り
に
し
て
残
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
鉄
林
山
の
跡
地
の
石
積
み
は
文
久
元
(
一
八
六
一
)
年
以
前
に
作
ら
れ
、
ま
た
昭

和
三
年
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

な
お
鉄
林
山
に
関
し
て
は
、
「
田
部
家
初
の
永
代
銅
(
粟
原
舮
・
正
保
三
S
貞
享
四
年
(
一
六

四
六
S
一
六
八
七
)
)
創
業
の
際
、
そ
の
守
護
神
と
し
て
金
屋
子
神
を
勧
請
」
(
鉄
の
道
文
化
圏

推
進
協
議
会
編
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
0
0
四
年
、
ニ
ニ
ハ
頁
)

し
た
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
粟
原
銅
に
関
す
る
具
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
0

(
4
)
「
金
屋
子
神
社
稔
願
一
途
」
(
田
部
家
文
晝
中
下
九
上
上
)
所
収
。

(
5
)
文
中
に
「
迂
宮
成
就
」
と
あ
る
も
の
の
、
遷
宮
と
い
う
語
句
は
こ
れ
以
外
の
棟
札
に
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
鉄
林
か
ら
現
在
地
へ
の
金
屋
子
神

社
の
移
設
は
享
保
ご
匡
以
降
と
推
定
さ
れ
る
。

(
6
)
「
金
屋
子
神
略
記
」
に
掲
げ
ら
れ
た
人
名
の
う
ち
、
村
松
将
監
、
大
橋
茂
右
衛
門
、
乙
部
九

郎
兵
衛
の
三
名
の
家
老
は
棟
札
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
三
名
と
郡
奉
行
の
細
江
平
右

衛
門
、
代
官
の
平
岡
勘
平
は
、
島
根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
『
松
江
藩
列
士
録
』
に
よ
り
、
延

宝
九
年
当
時
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
璽
で
き
る
。
こ
の
事
実
は
、

「
金
屋
子
神
略
記
」
な
ら
び
に
棟
札
の
信
愚
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
松
江
藩

列
士
録
』
の
存
在
は
、
小
林
准
士
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

(
7
)
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
書
『
山
陰
に
お
け
る
た
た
ら
製
鉄
の
比
較
研
究
』
、

二
0
 
三
年
、
所
収
。

(
8
)
実
は
「
明
治
十
二
年
九
月
村
内
各
社
二
関
ス
ル
回
答
届
書
写
」
(
田
部
家
文
晝
右
上
五

前
,
七
,
二
六
,
一
じ
中
の
「
摂
社
金
山
彦
神
社
宝
物
古
器
物
古
文
書
目
録
」
に
は
「
元
和
九
年
三

月
檀
那
岡
甚
兵
衛
」
と
い
う
棟
札
の
記
載
が
あ
り
、
前
掲
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
中
の

「
明
治
二
年
己
巳
九
月
飯
石
郡
吉
田
民
谷
両
村
諸
社
諸
神
演
説
圭
国
」
や
「
明
治
三
年
庚
午
十
二

月
飯
石
郡
吉
田
村
諸
社
之
事
区
別
差
出
帳
」
に
も
同
様
の
一
言
及
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
明
治
初
年
の
文
書
以
外
に
は
、
こ
の
棟
札
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
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と
え
ば
、
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
の
な
か
で
、
歴
代
の
棟
札
に
つ
い
て
の
記
録
が
初
め
て
残
さ
れ

て
い
る
宝
暦
一
四
年
「
神
社
差
出
帳
」
に
お
い
て
も
、
最
古
の
棟
札
は
寛
政
五
年
の
も
の
で
あ

.
ヌ

る
0

(
9
)
前
掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
、
二
四
頁
。

(
W
)
同
晝
四
八
九
頁
。
田
部
佐
一
右
衛
門
は
、
一
七
代
田
部
長
右
衛
門
興
真
の
文
政
三
年
頃

ま
で
の
名
前
で
あ
る
(
相
良
英
輔
「
田
部
家
の
由
来
と
た
九
ら
製
鉄
業
の
展
開
」
[
相
良
英
輔
編

著
『
松
江
藩
鉄
師
頭
取
田
部
家
の
研
究
』
島
根
大
学
、
二
0
0
九
年
、
所
収
]
、
三
四
頁
)
。

(
Ⅱ
)
両
名
は
、
田
部
家
一
 
0
代
と
三
代
の
当
主
に
当
る
。
相
良
前
掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

(
認
)
差
出
帳
や
棟
札
に
見
ら
れ
る
木
ノ
下
(
鉄
林
山
)
金
屋
子
神
社
の
呼
称
は
か
な
り
流
動
的
で

あ
る
。
神
職
に
よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
に
金
山
彦
社
の
呼
称
も
用
い
ら
れ
九
が
、
と
り
わ
け
幕
末

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
呼
称
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
で
あ
っ
た
。

(
B
)
幕
末
か
ら
明
治
期
に
は
、
相
撲
興
行
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
録
は
、
た
と
え
ば
「
金

屋
子
神
社
祭
礼
之
節
年
々
相
撲
方
書
類
」
(
田
部
家
文
晝
中
三
上
古
)
な
ど
に
残
さ
れ
て

(
N
)
前
掲
「
金
屋
子
神
社
稔
願
一
途
」
所
収
。

(
而
)
明
治
期
に
お
け
る
田
部
家
の
た
た
ら
経
営
の
推
移
に
関
し
て
は
、
相
良
前
掲
論
文
、
一
三
S

一
四
頁
、
な
ら
び
に
中
山
富
弘
「
在
来
産
業
突
ら
製
鉄
の
衰
退
と
そ
の
歴
史
的
意
義
'
重
=
・

田
部
家
「
鉄
業
創
始
以
来
営
業
状
態
概
略
」
を
手
が
か
り
と
し
て
」
(
勝
部
眞
人
編
『
近
代
東
ア

シ
ア
社
会
に
お
け
る
外
来
と
在
来
』
清
文
堂
、
二
0
三
年
、
所
収
)
を
姦
の
こ
と
。

(
那
)
前
掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
。

(
Π
)
こ
れ
ら
の
史
料
の
大
半
は
、
書
写
を
重
ね
る
な
か
で
不
分
明
な
箇
所
を
数
多
く
含
ん
で
お
り
、

ま
た
そ
れ
ら
が
伝
承
さ
れ
九
具
体
的
な
状
況
も
不
明
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
比
較
検
討
の
九
め
に

、

つ
そ
う
詳
細
な
文
献
学
的
・
歴
史
学
的
精
査
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
い
と
ま

は

い

は
な
く
、
あ
く
ま
で
田
部
家
文
書
の
「
金
屋
子
神
略
記
」
の
検
討
に
向
け
た
概
略
的
な
分
析
に

と
ど
ま
る
0

蔵
の
写
本
の
コ
ピ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
学
芸
員
の
高
岩
俊
文
氏
に
便
宜
を
図
っ
て

い
た
だ
い
九
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
W
)
窪
田
蔵
郎
「
金
屋
子
大
夫
の
教
典
「
諸
真
言
に
日
久
」
紹
介
」
(
た
た
ら
研
究
会
『
た
た
ら

研
究
』
四
三
、
二
0
0
二
年
)
。

(
扮
)
飯
田
賢
丁
田
渕
実
夫
校
訂
「
鉄
山
必
用
記
事
」
(
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
一
 
0
、
三

一
書
房
、
一
九
七
0
年
)
。

(
即
)
佐
藤
紋
造
「
金
屋
子
様
」
(
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
『
刀
剣
美
術
』
二
八
七
、

一
九
八
0
年
)
。

(
幻
)
『
鉄
山
記
』
に
は
、
「
金
屋
子
神
縁
起
」
以
外
に
、
「
鉄
穴
之
事
」
、
「
鑪
之
事
」
、
「
鍛
冶
屋
之

事
」
と
題
し
て
、
鑪
や
鍛
冶
の
技
術
面
に
関
す
る
図
解
入
り
の
簡
単
な
解
説
が
収
め
ら
れ
て
ぃ

な
お
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
な
か
で
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
、
和
鋼
博
物
館
所

る
0

(
訟
)
④
⑦
の
末
尾
に
は
と
も
に
「
鉄
屋
子
祭
文
」
と
、
こ
の
「
鉄
屋
子
」
が
大
和
三
笠
山
の
麓
で

誕
生
し
た
と
す
る
別
系
統
の
伝
承
1
金
屋
子
神
が
大
和
天
香
久
山
で
出
生
し
た
と
い
う
、
こ
れ

と
類
似
の
伝
承
は
、
③
に
い
っ
そ
う
拡
大
し
た
形
で
見
ら
れ
る
ー
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
④
に
は
、
物
語
の
途
中
に
「
金
山
権
現
陀
羅
尼
」
等
大
量
の
祭
文
が
挿
入
さ
れ
、
ま
た
た
と

え
ば
能
義
郡
を
「
張
儀
郡
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
明
ら
か
な
誤
り
も
多
い
。

(
器
)
冒
頭
に
「
抑
く
当
社
金
屋
子
神
社
と
日
者
祭
神
ハ
金
山
姫
金
山
彦
尊
と
云
ふ
鑪
輔
ヲ
職
す

?
マ
〕

る
神
に
て
神
代
よ
り
安
部
連
之
商
孫
之
を
斎
記
す
る
事
旧
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
西
比
田
金
屋

子
神
社
の
立
場
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
色
を
払
拭
し
、
死
骸
を
神
体
と

す
る
よ
う
な
い
わ
ば
「
迷
信
」
的
な
表
現
を
避
け
て
い
る
点
は
、
明
治
期
な
ら
で
は
の
特
徴
と

い
え
る
だ
ろ
う
0

(
N
)
と
く
に
⑤
の
本
文
中
に
は
金
屋
子
神
の
名
称
は
一
切
登
場
し
な
い
。
た
だ
、
本
文
が
終
わ
っ

た
末
尾
に
「
金
屋
子
尊
神
実
録
全
終
」
と
い
う
文
一
言
が
唯
一
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
三
国
金

山
姫
宮
因
縁
」
と
い
う
題
名
に
も
合
致
せ
ず
、
お
そ
ら
く
は
書
写
の
際
に
新
た
に
付
加
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
肪
)
拙
稿
「
「
金
屋
子
信
仰
」
再
考
1
研
究
史
の
再
検
討
と
石
見
地
方
の
金
屋
子
神
祭
祀
」
(
島

る
0
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根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
穀
告
書
『
山
陰
に
お
け
る
た
九
ら
製
鉄
の
比
較
研
究
』
、
二
0
-

一
年
、
所
収
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
鉛
)
石
塚
尊
俊
は
、
と
く
に
こ
の
「
朝
日
長
者
」
 
1
他
の
縁
起
類
に
は
一
切
登
場
し
な
い
ー
に

着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
幡
神
に
連
な
る
母
子
神
信
仰
の
系
譜
に
金
屋
子
神
を
位
置
、
づ
け

よ
う
と
試
み
て
い
る
(
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
降
臨
譚
」
[
『
民
俗
学
研
究
』
三
、
一
九
五
二
年
。

の
ち
に
石
塚
尊
俊
『
鑪
と
割
船
』
慶
友
社
、
一
九
九
六
年
、
に
再
録
]
)
。
こ
の
石
塚
説
に
対
す

る
批
判
的
検
討
と
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
舒
)
そ
の
一
方
で
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
神
主
は
か
つ
て
「
町
ノ
神
主
」
と
安
部
氏
と
両
名
い

た
が
、
宝
暦
年
中
(
一
七
五
一
 
S
六
四
年
)
に
争
繋
あ
り
、
天
明
三
(
一
七
八
三
)
年
か
ら

安
部
氏
が
祭
杷
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
記
述
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
安
部
氏
は

「
宮
ノ
近
所
山
屋
鋪
」
に
住
む
「
鍵
ノ
預
リ
」
で
あ
っ
て
神
体
も
管
理
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し

て
「
町
ノ
神
主
有
テ
無
キ
カ
コ
ト
シ
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

(
器
)
ち
な
み
に
死
桟
と
鑪
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
①
④
⑥
⑦
に
は
張
が
な
い
。

(
鈴
)
②
に
お
け
る
金
屋
子
神
降
臨
の
際
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
桂
の
木
、
光
明
、
狩
、
犬
は
い
ず
れ

も
①
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
そ
こ
に
は
天
竺
で
の
祇
園
精
舎
造
立
や
唐
に
お
け
る
莫

耶
の
伝
承
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
登
場
す
る
神
は
一
貫
し
て
「
見

目
美
シ
キ
女
人
」
と
し
て
の
「
金
山
子
大
明
神
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
西
比
田
金
屋
子
神
社
と

安
部
氏
の
存
在
は
ま
っ
九
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
成
立
年
代
の
先
後
関
係
の
問
題
も
あ
ろ
う

、
、
)
、

一
定
の
伝
承
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
は
、
式
内
社
久
米
神
社
の
流
れ
を
汲
む
と
さ

力れ
る
峯
三
所
権
現
の
神
職
に
よ
る
、
安
部
氏
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
働
い
て
い
た
と
推
定
す
る

こ
と
も
で
き
よ
,
つ
0

ち
な
み
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
縁
起
類
の
な
か
で
は
唯
一
、
こ
の
①
の
み
が
、
木
ノ
下
金
屋

子
神
社
の
延
宝
九
年
の
棟
札
と
同
様
、
村
下
の
こ
と
を
「
武
良
笥
」
と
表
記
し
て
い
る
の
も
興

味
深
い
。

(
即
)
三
国
伝
来
の
仏
教
的
世
界
観
1
⑤
ほ
ど
強
力
で
は
な
い
が
ー
と
文
化
神
的
性
格
は
、
③

『
金
屋
子
縁
記
抄
』
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
屋
子
神
の
諸
相
」

(
『
図
録
九
九
ら
製
鉄
と
近
代
の
幕
開
け
』
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
、
二
0
 
三
年
、
三
四
S

三
五
頁
)
の
な
か
で
、
ご
く
簡
単
に
そ
の
概
要
を
示
し
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
釘
)
前
掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
、
二
六
四
頁
以
下
。

(
詑
)
同
晝
三
七
四
頁
。

(
認
)
こ
れ
ら
の
歌
は
、
文
言
に
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
①
と
⑥
以
外
の
縁
起
に
は
す
べ

て
引
か
れ
て
い
る
。

(
鍵
)
そ
も
そ
も
西
比
田
金
屋
子
神
社
は
、
小
ノ
な
く
と
も
明
治
以
前
に
お
い
て
は
そ
の
縁
起
類
の
流

布
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
は
秘
伝
と
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
ま
た
⑤
「
三
国
金
山
姫
因
縁
」
に
し
て
も
、
巻
末
で
「
箇
レ
ハ
是
レ
秘
蔵
ノ
一

巻
一
一
シ
テ
其
ノ
職
分
二
当
ル
処
ノ
血
伝
也
不
ス
ニ
他
赦
一
可
"
致
二
秘
蔵
一
者
也
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
縁
起
類
が
基
本
的
に
幕
末
に
な
っ
て
か
ら
し
か
流
通
し
な
か
っ
た

よ
う
に
見
え
る
の
も
、
部
分
的
に
は
そ
の
よ
う
な
秘
匿
性
に
起
因
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
0

金
屋
子
神
社
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
よ
う
な
神
秘
の
べ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
金
屋
子

神
略
記
」
が
田
部
家
の
な
か
で
永
ら
く
秘
匿
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
さ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は

な
か
っ
た
と
一
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
器
)
な
お
、
本
節
で
引
用
す
る
史
料
は
す
べ
て
前
掲
「
宮
指
出
神
名
帳
写
」
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

(
鈴
)
明
治
二
年
「
飯
石
郡
吉
田
民
谷
両
村
諸
社
諸
神
演
説
圭
白
」
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
史
料
2
 
「
飯

石
郡
吉
田
民
谷
両
村
諸
社
諸
神
取
調
帳
」
に
書
き
出
さ
れ
た
諸
社
諸
神
を
、
神
職
田
辺
和
徳
が

数
え
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
小
祠
も
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
た
数
で
あ
る
。

(
釘
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
石
見
地
方
の
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て
1
明
治
初
年
「
神
社
書

上
帳
」
を
手
が
か
り
に
」
(
『
山
陰
民
俗
研
究
』
一
五
、
二
0
 
-
 
0
年
)
を
参
照
の
こ
と
。
吉
田

村
で
も
、
「
藪
神
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
九
と
す
る
証
言
も
あ
る
(
『
吉
田
村
村
誌
資
料
』

吉
田
村
、
一
九
八
六
年
、
三
四
七
頁
以
下
)
。

(
認
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
「
金
屋
子
信
仰
」
再
考
1
研
究
史
の
再
検
討
と
石
見
地

方
の
金
屋
子
神
祭
祀
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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史
料

(
史
料
1
)

金
屋
子
神
略
記

ノ
モ
く
テ
ン
チ
カ
イ
ヒ
ヤ
ク
ノ

ソ
レ

フ
メ
ツ
チ

セ
ウ
じ

ア
タ
リ

ナ
、
ヨ

抑
天
地
開
關
乃
始
国
常
立
尊
天
地
乃
中
"
生
、
賜
夫
1
七
代
尓
当
,
伊
井
諾
伊
井
冊
尊

ダ
イ
カ
イ

フ
メ
ノ
ウ
キ
ハ
ソ
ノ

ト
ヨ
ア
シ
ハ
ラ
チ
イ
ヲ

モ
ト
メ

ソ
コ

コ
、
ロ
、
、
、

天
浮
橋
,
上
1
底
下
大
海
,
試
国
,
求
天
降
賜
て
大
日
本
豊
葦
原
千
五
百
秋
,
水
穂

イ
カ
ン
ゾ

国
是
也
吠
{
'
海
川
谷
等
,
生
賜
如
何
天
下
,
主
神
,
生
1
願
賜
,
日
神
与
月
神
生
賜
次

ゴ
ギ
ヤ
ウ

カ
ナ
ヤ
マ
ヒ
メ

ナ
カ
ニ
モ

蛭
児
素
茎
鳴
尊
生
賜
惣
而
五
行
神
霊
等
生
賜
中
ホ
"
金
山
彦
命
金
山
姫
命
顕
出
喝

オ
ウ
ン
ウ
ソ
ノ
プ

ゼ
ソ
ユ
ウ

ヲ
ウ
ゴ
ン
フ
キ

フ
ラ
ハ
レ

キ
ヒ

ノ

善
祐
元
゛
歳
三
月
十
一
日
奥
州
信
夫
山
宅
現
賜
黄
金
吹
出
賜
其
後
吉
備
国
中
山

力
子

カ
シ
フ
ク
マ
ノ
ウ
サ
マ
ナ

士
ノ
タ
ニ
タ
、
ラ
タ
テ

タ
、
ラ

細
谷
尓
鑪
,
建
喝
鉄
吹
出
賜
也
銅
四
本
,
押
立
目
本
四
所
宮
鹿
嶋
熊
野
宇
佐
真
名

ヘ
ウ
ソ

イ井
表
四
大
物
睿
日
四
社
大
明
神
,
表
賜
左
,
十
二
程
天
神
七
代
地
神
五
代
神
,

イ
ン
ヨ
ウ
レ
ウ
ギ

ニ
ソ
ン

表
有
十
二
程
子
二
社
権
現
表
賜
二
1
湯
地
目
月
二
尊
則
陰
陽
両
儀
也
九
十
九
本

コ
ウ
タ
イ
ナ
リ
ゼ
ン
ユ
ウ

ナ
カ
ヲ
キ

長
尾
木
九
十
九
所
王
子
社
何
.
神
徳
広
大
時
善
祐
二
f
年
十
一
月
初
八
日
祭
日
定

歌
日

マ
カ
子
フ
ク
キ

ン
ケ
ム
リ
モ
ク
モ
、
ハ
ル
ト
シ
モ
ナ
ソ

ノ
ナ
カ
ヤ
マ
カ
ス
ム

ヒ

ラ

真
鉄
吹
吉
備
'
山
霞
良
武
煙
'
弓
春
年
.
無

マ
カ
子
フ
ク
キ

ノ
ナ
カ
十
マ
ヲ
イ
ニ
セ
ル
ホ
ソ
タ
ニ
カ
ハ
ノ
オ
ト
十
サ
ヤ
ゲ
キ

真
鉄
吹
吉
備
'
山
大
尓
世
流
細
谷
川
霊
白
屋
潔
"

ウ
グ
ィ
ス
ノ
ナ
ク
ニ
フ
ケ
テ
モ
マ
カ
子
フ
ク
キ
ビ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ
ハ
ル
ヲ
シ

ラ
ム

鷲
,
啼
ホ
附
電
真
鉄
吹
吉
備
'
山
奄
知
良
牟

力
子
ノ
ヲ
十

ク
ロ
ガ
子

テ
ソ
:
ノ

力
y
一
翆
ノ

此
則
鉄
事
也
故
、
、
備
中
鉄
、
云
事
有
其
後
金
祖
金
山
姫
命
雲
州
比
田
庄
葛
城
森
、
、
光

セ
ウ
ゼ
キ

ヤ
ツ
カ
レ
ハ

了
ル
ヨ
フ
シ
.

レ
イ
ム

モ
ノ

乎
放
御
坐
'
、
、
安
部
氏
云
者
有
常
ホ
正
直
信
心
者
也
有
夜
不
思
嘩
霊
夢
有
吾
者
金

ソ
タ
ウ
ノ
タ
マ
イ

ヨ
了
ケ

ノ
ワ
サ

、
カ
タ
チ
イ
レ
イ
ノ
ビ
ノ
ン

、
コ
ト

山
姫
命
也
汝
、
鉄
乃
仕
業
可
"
伝
、
宣
其
御
形
容
異
霊
美
神
也
依
之
夜
明
'
城
森

タ
ガ
ハ
ズ

ケ
ン
ゾ
ク

イ
ゾ
ク

レ
イ
ム

ユ
キ

テ
ソ
フ
キ
ヨ
ウ

仁
行
見
'
歩
、
、
不
趣
金
山
姫
御
脊
属
鑪
,
形
,
顕
鉄
,
吹
様
不
残
御
伝
賜
御
神
何

ト
ピ
サ
リ

ヲ
シ
ヘ
ソ
タ
ガ
イ

ネ
ン
レ
イ

ト
モ

タ
カ
ラ

ト
ム

国
農
不
知
飛
去
賜
夫
与
利
安
部
氏
御
教
、
、
随
鉄
,
押
出
国
士
"
宝
,
求
然
ι
年
齢
七

ユ
テ
 
y
 
ナ
ラ
ズ
フ
ン

ノ
フ
マ
リ

ソ
ス
ソ
ノ
コ
テ
ツ
ヲ
ス

ソ
カ
イ

y
イ

十
有
余
迄
一
子
鴛
不
"
伝
終
、
、
死
,
其
子
鉄
,
押
圭
湯
鉄
不
"
成
不
思
儀
余
父
,
死
骸
,

ヲ
ノ
ダ
テ
ス
ケ

タ
、
ラ

キ
ノ
キ

ヲ
キ

ウ
メ

堀
出
鑪
丙
押
立
、
、
寄
立
置
,
鉄
,
押
、
好
鉄
吹
出
故
、
鑪
内
、
、
埋
置
塚
,
築
金
屋
子
御

ゾ
エ

マ
コ
ト

イ
ハ
イ

フ
ク
ジ
サ
イ
ナ
ン

ナ
シ

ヒ

ト
ウ

タ

タ
、
一
フ

声
斎
事
也
誠
、
、
死
竜
火
,
忌
事
無
其
後
金
屋
子
神
当
国
他
興
鋲
内
悪
事
災
難
乎

タ
マ
ウ

ノ
ラ
イ

ソ
ウ
ケ
ウ

祓
除
賜
則
比
田
庄
金
屋
子
二
社
基
、
一
崇
敬
十
月
初
子
日
祭
之
賜
其
後
吉
田
邑
、

ヨ
ウ
ゴ
ウ
ノ

勧
請
在
事
神
主
田
辺
氏
{
邑
信
心
厚
有
夜
'
多
、
、
吾
世
上
守
神
也
女
神
影
向
志
賜
吾

ハ
イ
セ
ン
カ
ツ
ラ
ギ
モ
リ
サ
ン
ケ
イ
フ
ベ
ゴ
ン
ノ

捕
1
思
"
比
田
郷
葛
城
森
尓
可
至
告
賜
依
之
急
参
勢
女
部
権
太
夫
、
、
対
面
志
烹

ゾ
サ
イ
カ
タ
リ
ケ
レ
パ
オ
ン
ミ
ヤ
ノ
ト
ヲ
ヒ
ラ
キ
オ
ン
ガ
ミ
ヲ
ハ
イ
シ
シ
ト
キ

子
細
,
語
鳧
脚
御
ミ
一
巳
開
御
神
,
奉
拝
此
時
田
辺
謹
'
麦
御
当
社
,
御
幣
一
本
勧

子
ガ
ウ
ユ
ル
サ
ム
ナ
シ
ク
カ
へ
り
ニ
ハ
カ
ニ
モ
ノ
ク
ル
イ

請
仕
度
由
願
所
、
、
彼
安
部
権
太
夫
不
0
許
"
之
空
皈
申
所
、
、
権
太
夫
二
女
卒
物
狂

チ
ク
サ
マ
ト
イ
カ
ウ
ベ
テ
ン
ク
ワ
ン
イ
タ
.
、
キ
カ
γ
ラ
キ
モ
リ
マ
イ
リ
ミ
ト
ビ
ラ
ゴ
ヘ
イ

身
、
ス
千
草
ヂ
纏
首
、
ス
天
冠
,
頂
葛
城
森
社
、
、
参
御
扉
,
開
左
手
ス
御
幣
三
本
チ
取

ソ
ン
ズ
ル

キ
セ

ム
ナ
ノ
ク

ワ
レ
ハ
ワ
コ
ウ
ド
ゥ
ヂ
ン
マ
ヂ
ハ
リ
ノ
ユ
ゼ
ウ
サ
イ
ド

ナ
ニ

テ

ホ
コ

右
"
手
、
ス
鉾
,
持
吾
者
和
光
同
塵
、
、
一
父
衆
生
済
度
可
"
為
何
故
吾
,
信
者
ヂ
空
△
π
帰

サ
シ
キ

ケ
レ
パ

ツ
カ
ハ
ソ

ソ
カ
ハ
ス

ノ
タ
マ
イ
ケ
レ
ハ

ハ
ヤ早

々
幣
帛
遣
 
1
宣
鳧
権
太
夫
恐
入
御
幣
帛
遣
可
"
甲
言
上
有
鳧
御
瞥
座
敷

イ
ソ
ギ
ト
リ
ツ
キ
カ
ヂ
シ
ケ
レ
パ
ヲ
キ

マ
、

ナ
ゲ
ヲ
キ
ホ
コ

一
一
ハ

オ
サ
メ

ソ
ツ
ト
ウ

尓
投
置
鉾
,
神
前
、
、
納
大
庭
出
卒
倒
権
太
夫
急
取
附
加
持
鳧
,
起
其
侭
御
幣
三
本
吉

ダ
ン
カ
ザ
リ
ゴ
タ
イ
ソ
ン
ヘ
イ

ソ
ヘ
テ

シ
ン
コ
ウ

テ
ウ
ダ
イ
ノ

タ
ク

田
村
田
辺
宅
.
送
田
辺
氏
難
有
頂
戴
宅
中
ホ
填
飾
御
大
尊
瞥
作
是
添
奉
一
信
仰

ニ
キ

コ
ン
リ
ウ
ノ
テ

コ
コ
ニ
コ
ン
リ
ウ
ノ
テ
ソ
ウ
ケ
ウ

ソ
ウ
ケ
ウ

爰
一
社
,
建
立
'
金
屋
子
大
明
神
奉
、
一
崇
敬
四
月
十
一
日
九
月
十
一
日
二
季
祭
日
,

ダ
イ
ジ

ヒ
ダ
ノ
ゴ
ウ
カ
ソ
ラ
ギ
ノ

レ
イ
サ
ン
シ
エ
.
ノ
ギ

声
定
其
後
田
辺
氏
比
田
郷
葛
城
宮
,
礼
参
縁
起
御
守
大
事
等
,
書
写
吉
田
新
殿
、
、
奉

ク
ハ
シ
キ
ヒ
ツ
シ

ー
ク

ソ
キ

納
委
筆
帋
、
、
不
盡
今
略
之
者
也

寛
文
五
f
年
五
月
吉
日

神
主
田
辺
和
泉

願
主

田
辺
五
郎
右
衛
門

堀
江
弥
三
右
衛
門

今
上
皇
帝
万
々
歳

将
軍
宰
相
右
馬
頭

国
主
松
平
出
羽
守

再
建
立

于
時
延
宝
九
年

辛
酉
十
月
九
日
遷
宮

村
松
将
監
亮

御
家
老
大
橋
茂
右
衛
門

乙
部
九
郎
兵
衛
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郡
細
江
平
右
衛
門

鉄
奉
行
日
野
六
兵
衛
尉

下
代
石
川
助
右
衛
門

代
官
平
岡
勘
平
尉

下
代
村
上
夫
兵
衛

下
郡
清
水
久
左
衛
門

庄
屋
大
嶋
利
兵
衛

年
寄
堀
江
太
郎
兵
衛

年
寄
大
吉
田
佐
兵
衛

同
大
吉
田
惣
右
衛
門

同
梅
木
市
右
衛
門

同
枚
戸
七
郎
右
衛
門

同
川
尻
弥
右
衛
門

大
工
赤
穴
町
長
右
衛
門

(
史
料
2
)明

治
二
年
己
巳
秋
九
月

飯
石
郡
吉
田
民
谷
両
村
諸
社
諸
神
取
調
帳

吉
田
村
梅
木
諸
神

深
野
谷
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山

稲
子
田
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山

新
田
原
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山

松
原
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
竪
四
間
横
三
間

野
々
原
荒
神ふ

ろ
山
竪
十
間

、

本
紺
屋
荒
神

、

井
手
口
荒
神

、

下
柿
木
荒
神

大
下
荒
神

、

堂
ノ
下
荒
神

、

、、

神
主

、

田
辺
和
穂

三
田
原
中

竪
二
十
間
横
十
二
間

中
梅
木
中

竪
四
十
二
間
横
四
十
間

上
梅
木
中

竪
二
十
四
間
横
十
間

、、、、、、、

横
四
間

深
野
谷
奥
荒
神

深
野
谷
荒
神

柏
羽
宅
荒
神

塞
ノ
峠
荒
神

芦
原
荒
神
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塚
所
三
所

塚
所

、

芦
原
山
神

柿
木
山
神

芦
原
奥
砥
石
山
山
神
祠

ド
ン
ド
前
大
歳
祠

ふ
ろ
山

、、、ズ
森
脇

弌
稲
子
田
山
神

一
尺
四
寸
四
方

一
尺
二
寸
四
方

竪
十
六
間
横
八
間

弌
水
神

大
歳
祠

ふ
ろ
山

一
尺
五
寸
四
方

竪
十
四
間
横
八
問士

居
組
中

横
二
十
一
問

、

三
田
原
正
八
幡
宮
境
内
御
碕
神

梅
木
稲
荷
祠
横
一
尺
四
寸
入
一
尺
一
寸

、

合
計
百
五
所

寛
保
以
前
ノ
棟
札
一
枚
御
座
候
へ
共

朽
チ
テ
年
号
不
相
分
依
テ

自
寛
保
二
年
至
慶
應
二
年
總
計
四
枚

ふ
ろ
山
八
間
四
方

横
見
代
古
美
神

ふ
ろ
山
竪
八
間
横
六
間

ド
ン
ド
前
松
原
祠
一
尺

、

棟
札
自
享
保
二
年
至
嘉
永
五

年
總
計
五
枚

、

火
除
組
中

、

前
林

野
ガ
原

一
、
清
田
谷
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
竪
十
八
間

一
、
田
中
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
竪
八
問
横
八
問

一
、
火
除
壱
字
山
根
ト
モ
云

荒
神
玉
垣

'
ろ

弌
原
田
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
三
間
四
方

一
、
山
碕
荒
神ふ

ろ
山

一
、
親
谷
荒
神ふ

ろ
山

一
、
代
宮
家
後
荒
神

ふ
ろ
山
竪
八
問
横
七
間

弌
中
野
村
荒
神ふ

ろ
山
十
間
四
方

一
、
二
反
田
荒
神ふ

ろ
山

一
、
千
箭
壱
字
前
垣
内

荒
神
祠
一
尺
四
方

ふ
ろ
山
十
間
四
方

一
、
士
居
奧

弌
土
居
荒
神

一
、
宮
ノ
奥

弌
坂
内
荒
神

一
、
多
根
屋

一
、
竹
ノ
内
荒
神

一
、
金
屋

弌
清
田
谷
荒
神

、

塚
所

塚
所

二
所肌

吉
田
村
大
吉
田
諸
神

士
居
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
竪
二
十
間

、

棟
札
自
寛
政
三
年
至
安

政
六
年
總
計
三
枚

荒
神

荒
神

荒
神

荒
神

、

中
屋

火
除
屋

、

棟
札
自
享
保
二
年
至
慶
應
二

年
總
奘
枚

清
田
谷
組
中

横
十
五
間

田
中
組
中

ノノ 篝附
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、

、

屋
内
迫
荒
神

小
松
石
荒
神

塚
田
荒
神

脚
名
乳
社
境
内
山
神

三
口
場
奥
山
神

山
根
山
神

、、、、、

塚
所

塚
所

塚
所

、

、

、

宮
ノ
奥

清
田
谷

全ト
ツ
ケ
ツ

向
谷

宮
ノ
奥

親
谷

、

、、

一
、
梅
ケ
峠
塞
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

荒
神荒

神

荒
神

山
神

山
神

、、

一
、
水
神

、

杉
戸
中

竪
三
十
六
間
横
四
十
間

一
、
長
者
畑
荒
神

、一
、
山
根
田
荒
神

一
、
野
田
荒
神

一
、
上
迫
荒
神

一
、
上
士
居
荒
神

、

、

脚
名
乳
社
境
内

田
中
田
神

中
野
村
田
神

火
ノ
除
金
屋
子
神

金
屋
子
神

、

、

、

一
、
火
除
脇
塞
神
祠

、

合
計
五
十
一
所

地
神

二
所

田
中
荒
神
山
ノ
上
社
日
神

上
田
屋
上
稲
荷

全

若
宮
神

高
ス
大
仙
幣
本

士
居
奥
塩
瀧
祠

ふ
ろ
山

田
中
荒
神
山
ノ
上

海
碕
大
歳
祠

、、

、弌
新
屋
前
山
神
祠

ふ
ろ
山

、

、

、

鏑
次
屋
原
金
比
羅
祠
一
尺
二
寸
、
二
尺

中
垣
内
前
竜
宮
神

下
田
屋
大
元
神

コ
モ
チ
ガ
ミ
や
子
持
ケ
宮
神

弌
脚
名
乳
社
境
内
諸
神

清
田
谷
荒
神
山
ノ
内

諸
神
四
所

吉
野
社
境
内
諸
神

中
ノ
村
荒
神
山
ノ
内
諸
神

士
居
奥

原
田

、

、

、

、

、、

、

地
神

田
申

、

、、

一
尺
五
寸
四
方

竪
五
間
横
八
間

秋
葉
祠
一
尺
二
寸
四
方

一
尺
二
寸
四
方

、、

一
尺
七
寸
四
方

竪
四
間
横
三
間

、

梨
本
原

二
反
田

田
中

、、

塚
所

塚
所

塚
所

棟
札
自
元
禄
三
年

至
總
計
六
枚

弌
田
中
荒
神
山
ノ
内
諸
神
三
所

二
所

六
所

二
所

吉
田
村
杉
戸
諸
神

桧
谷
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山

堀
江
荒
神

茅
原
荒
神

新
屋
荒
神

二
井
屋
荒
神

前
迫
荒
神

、

、

前
垣
内

山
根

曽
木
屋

、
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、

金
ン
原
尻
山
神

ふ
ろ
山
竪
七
間
横
六
間

桧
谷
山
神ふ

ろ
山
竪
八
間
横
六
間

桧
谷
荒
神
脇
大
元
金
屋
子
神
祠
一
尺
三
寸
四
方

古
鍛
冶
屋
金
屋
子
神

水
神

、

、

、、、、弌
大
歳
社
境
内
御
碕
神

、弌
茅
原
来
成
神

、一
、
大
歳
社
前
川
辺
龍
宮
神

一
、
野
田
八
将
神

、一
、
愼
原
地
神

一
、
鑪
奥
木
ノ
王
祠
一
尺
五
寸
四
方

、

山
根
田

上
迫

長
者
畑

谷
口

新
田

野
田

、

弌
西

吉
田
村
川
尻
諸
神

荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
六
畝
十
五
歩

合
計
五
十
二
所

、、

、

新
ン
屋
塚
所

二
井
屋
塚
所

前
迫
塚
所
六
所

向
原
塚
所

柿
ノ
木
原
塚
所
二
所

上
士
居
塚
所
九
所

、、、、

弌
古
山
荒
神ふ

ろ
山
二
問
四
方

荒
神

一
、
東

ふ
ろ
山
一
畝
歩

一
、
上
大
呂
荒
神ふ

ろ
山
三
畝
歩

一
、
粟
原
荒
神ふ

ろ
山
八
畝
歩

弌
名
子
田
荒
神ふ

ろ
山
八
畝
歩

弌
下
大
呂
荒
神ふ

ろ
山
一
畝
歩

弌
祖
父
谷
荒
神ふ

ろ
山
一
畝
歩

一
、
坂
ノ
向
荒
神ふ

ろ
山
一
畝
歩

一
、
今
山
荒
神ふ

ろ
山
六
歩

一
、
落
江
荒
神ふ

ろ
山
八
歩

一
、
仁
井
屋
荒
神ふ

ろ
山
十
五
歩

一
、
奥
志
谷
荒
神ふ

ろ
山
二
問
四
方

一
、
惣
八
田
荒
神ふ

ろ
山
一
畝
歩

、

塚
所

塚
所
二
所

塚
所
十
七
所

塚
所
四
所

塚
所

塚
所
十
五
所

、 、

棟
札
自
文
政
二
年
至
安
政
六
年
總
計
弐
枚
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弌
笠
ノ
谷
荒
神ふ

ろ
山

一
、
川
向
荒
神
玉
垣

一
、
上
孫
屋
荒
神

一
、
弘
法
屋
荒
神

一
、
吉
ケ
原
荒
神

一
間
四
方

弌
藤
田
屋

弌
内
瀉

弌
向
内
江

、一
、
川
向
山
神

、ズ
栩
山
山
神

、一
、
古
山
山
神

弌
名
子
田
山
神

、弌
向
内
江
山
神

、、

、

、

荒
神

荒
神

荒
神

吉
ケ
原
上
山
神

大
シ
ト
山
神

、

、

、

弌
笠
ノ
谷
御
碕
神

ふ
ろ
山

弌
向
内
江
御
碕
神

一
、
粟
原
御
碕
神

一
、
八
幡
宮
境
内
御
碕
神

一
、
仁
井
屋
御
碕
神
二
所

鍛
冶
屋
原
山
神

新
屋
向
山
神

下
大
呂
山
神

弘
法
屋
山
神

吉
ケ
原
山
神

今
山
山
神

奥
ノ
迫
山
神

、、、、、

、

、

古
山

集
リ

鉄
林
山

、

一
、
落
江
向

(
力
)

一
、
安
神
本

弌
奥
ノ
迫

二
間
四
方ズ

今
山

弌
名
子
田

一
、
上
大
呂

、

金
屋
子
神

金
屋
子
神

元
宮
金
屋
子
神

一
、
才
ケ
原
塞
ノ
神

塚
所

塚
所
六
所

塚
所

塚
所
五
所

大
歳
祠

大
歳
神

大
歳
神

、

惣
八
田
地
神

田
神

、

御
碕
神

御
碕
神

御
碕
神

一
尺
四
寸
四
方

一
、
粟
原
大
歳
神

、

上
大
呂

粟
原

、

一
、
 
k
申

金
屋
子
神

金
屋
子
神

一
、
志
谷
塞
ノ
神

、

和
祖
根
谷
竜
宮
祠

後
原
諸
神

奥
ノ
迫
諸
神

、

一
、
大
シ
ト
地
神

、弌
落
江
塚
所
四
所

一
、
奥
志
谷
塚
所

一
、
割
石
塚
所

弌
弘
法
屋
塚
所

田
部
長
右
衛
門
持
山
ノ
端

弌
杵
築
大
社
途
拝
祠

合
計
六
十
七
所

一
尺
四
方弌

志
谷
上
諸
神

、

吉
田
村
菅
谷
諸
神

矢
ノ
谷
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山
十
五
間
四
方

清
水
荒
神
玉
垣

坂
ノ
向

西入
道

名
子
田

、
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ふ
ろ
山

弌
田
野
原
荒
神
玉
垣ふ

ろ
山
八
間
四
方

、

、

雨
谷

田
ノ
原

樋
ノ
ロ

矢
ノ
谷

、

荒
神

荒
神

荒
神

荒
神

、、

雨
谷

南
原

向
ノ
谷

大
畑

善
八

槙
ノ
前

家
ノ
奥

、

山
神

山
神

山
神

、

、

下
シ
デ
ノ
木
原
荒
神

糸
原
荒
神

上
カ
ナ
ク
ソ
荒
神

山
神

山
神

山
神

山
神

山
神

山
神

山
神

、

、

、

、

、、

弌
水
神

、

一
、
竹
ノ
内

一
、
サ
ビ

ズ
七
本
木

清
水

桓
本

家
奥

中
大
畑

丸
山

愼
ノ
奥

、

、

家
ノ
奥

寺
原

、

、

山
ノ
神

山
神

山
神

山
神

山
神

山
神

、

一
、
雨
谷
年
徳
神

弌
雨
谷
地
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

、、

一
、
八
幡
宮
境
内
御
碕
神

弌
清
水
大
元
神

一
、
陣
ノ
ウ
ネ
塞
ノ
神

弌
水
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

、

本
家

大
畑

、一
、
田
ノ
原
地
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

、

吉
田
村
芦
谷
諸
神

向
芦
谷
荒
神

サ
ビ
荒
神

古
鍛
冶
屋
荒
神

合
計
六
所

、

合
計
三
十
八
所

、、、

向
芦
谷
山
神

坂
根
山
神

古
鍛
冶
屋
山
神

木
地
山
山
神
祠
二
尺
四
方

、、、

棟
札
自
寛
政
四
年
至
文
久
三
年
總
計
五
枚

、

新
田
屋

竹
ノ
内

附
聾

、

、

向
芦
谷
金
屋
子
神

坂
根
金
屋
子
神

古
鍛
冶
屋
金
屋
子
神

木
地
山
金
屋
子
祠
一
尺
九
寸
四
方

、

荒
神

荒
神

、

、

、

竹
ノ
内

サ
ビ

七
本
木

、

一
、
ウ
ツ
キ
ダ
ツ
塞
神
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一
、
古
鍛
冶
屋
大
元
神

吉
田
町

恵
美
酒
祠
石
殿

、

民
谷
村
諸
神

室
谷
荒
神
玉
垣

ふ
ろ
山

、、

荒
神

ロ
ク
ロ

、

、

風
ケ
峠

下
岡

大
内
谷

中
間

上
中
原

政
所

鍛
冶
屋

雪
屋

王
子
原

村
下
屋

迫
田

、、

室
谷
組
中

竪
三
十
間
横
十
五
間

荒
神

荒
神

荒
神
玉
垣

荒
神

荒
神

荒
申

荒
神

荒
神
玉
垣

荒
神

荒
神

荒
神
祠 ふ

ろ
山
竪
十
五
間
横
十
四
間

弌
上
岡
荒
神

、一
、
原
田
荒
神

、
弌
<
土

荒
神

弌
人
土

荒
神

弌
半
明
荒
神

一
、
屋
敷
荒
神

、一
、
鋳
物
屋
荒
神
ふ
ろ
山
一
間
四
方

、

ふ
ろ
山
壱
間
四
方

ふ
ろ
山
七
尺

一
、
谷

ふ
ろ
山
竪
四
間

、、、、

諸
神
二
所

塚
所

、

附
聾

、

、

半
明

新
屋
上

村
下
屋

地
主
神

地
主
神

、

、

、

、

山
神

山
神

山
神

、

、

迫
田

ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ

谷鋳
物
屋

、

、、

ふ
ろ
山

金
屋
子
神

金
屋
子
神

金
屋
子
神

山
神

山
神

、

政
所
山
神

弓
場
山
神

三
間
四
方

迫
田
前

屋
敷

、

、

ふ
ろ
山

ふ
ろ
山

一
、
水
神

大
歳
祠

大
歳
神

荒
神

横
三
間

、

上
藤
谷

田
中

竪
四
間

竪
十
二
間
横
七
間

大
内
谷
山
神

、

、

、

上
岡

新
屋

谷

一
尺
五
寸
四
方

、

金
屋
子
神

金
屋
子
神

横
九
間

、

地
主
神

地
主
神

地
主
神

合
計
四
十
三
所

一
、
清
水
前
杵
築
大
社
途
拝
祠

ふ
ろ
山
竪
七
間
横
六
間

一
、
雪
屋
大
仙
祠ふ

ろ
山
壱
問
四
方

弌
中
間
諸
神
三
所

、一
、
半
明

弌
下
岡
塚
所

一
、
屋
敷

弌
稲
荷
祠ふ

ろ
山
十
間
四
方

棟
札
自
寛
政
八
年
至
文
化
十
年
總
計
弐
枚

弌
弓
場

、、

門
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民
谷
村
在
広
瀬
御
領
諸
神

仁
井
屋
荒
神
玉
垣

小
鍛
冶
屋
荒
神
玉
垣

上
権
田
荒
神

浜

荒
神

山
神

山
神

、、、、一
、
王
子
社
境
内
御
碕
神

一
、
王
子
社
境
内
龍
宮
祠

、

前
田
屋

前
権
田

中
屋

小
向
原

一
、
上
権
田
金
屋
子
神

、

島
根
県
知
事
松
永
武
吉
殿

、

荒
神

荒
神

荒
神

荒
神

一
、
水
神

、弌
小
鈑
冶
屋
御
碕
神

一
、
中
屋
地
主
神

一
、
濱
ノ
上
川
辺
龍
宮
祠

弌
浜

合
計
九
所

(
史
料
3
)

神
社
公
認
願

島
根
県
飯
石
郡
吉
田
村
大
字
吉
田
村
字
木
之
下

金
山
彦
神
社

右
ハ
私
邸
内
鎮
守
ノ
神
社
二
御
座
候
処
無
格
社
ト
シ
テ
公
認
相
成
度
別
紙
相
添
此
段

相
願
候
也明

治
四
拾
壱
年
参
月
二
十
三
日

飯
石
郡
吉
田
村
大
字
吉
田
村
弐
千
四
百
七
番
地

田
部
長
右
衛
門
印

金
山
彦
神
社
公
認
事
由
書

金
山
彦
神
社
ハ
掛
巻
モ
畏
キ
金
山
毘
古
神
金
山
毘
売
神
ヲ
奉
斎
シ
此
二
神
ハ
伊
井
諾

伊
井
冊
二
柱
ノ
大
神
ノ
御
子
二
座
シ
マ
シ
鉱
物
ヲ
主
宰
シ
給
フ
コ
ト
古
史
ノ
証
ス
ル

所
故
二
萄
ク
モ
業
ヲ
鉱
業
二
執
ル
モ
ノ
、
日
夕
尊
崇
敬
拝
シ
テ
措
カ
サ
ル
所
ナ
リ

我
家
元
祖
田
部
彦
右
衛
門
以
来
現
弐
拾
壱
代
長
右
衛
門
二
至
ル
迄
鉄
業
ヲ
家
業
ト
シ

時
二
盛
衰
ア
リ
シ
ト
雛
ト
モ
未
ダ
一
日
モ
其
業
ヲ
休
廃
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
現
二
拾
弐

ケ
所
ノ
銅
鍛
冶
屋
工
場
ヲ
有
シ
之
レ
ニ
附
属
ノ
砂
鉄
採
取
場
百
ケ
所
ヲ
具
備
シ
四
千

人
ノ
職
工
労
役
者
日
々
孜
々
ト
シ
テ
斯
業
二
精
励
シ
ツ
、
ア
ル
ハ
素
ヨ
リ
其
施
設
ノ

然
ラ
シ
ム
ル
所
ト
ハ
云
へ
此
二
神
ノ
御
功
徳
ニ
ア
ラ
ズ
ン
ハ
ア
ラ
ス

伏
シ
テ
惟
ル
ニ
古
来
我
始
祖
ノ
神
霊
ヲ
奉
祀
シ
職
業
ノ
祖
神
ヲ
奉
祀
シ
其
地
方
二
功

業
ア
リ
シ
神
々
ヲ
奉
祀
シ
或
ハ
地
方
豪
族
ガ
常
二
信
仰
セ
ル
神
々
等
ヲ
奉
祀
シ
テ
以

テ
氏
神
産
士
神
卜
敬
仰
シ
報
本
及
始
ノ
大
礼
ヲ
致
シ
感
恩
報
實
ノ
誠
ヲ
尽
ク
シ
子
孫

無
窮
二
斯
道
ヲ
継
承
シ
来
レ
ル
ハ
我
国
独
特
ノ
美
風
÷
ソ
一
プ
我
国
家
組
織
ノ
主
要
素

タ
ル
コ
ト
今
更
益
昔
ヲ
俟
タ
サ
ル
所
ナ
リ
我
祖
先
夙
ト
ニ
国
風
二
慣
ヒ
職
業
ノ
祖
神

三
島
祠
二
尺
五
寸
四
方

ふ
ろ
山
十
問
四
方

、、

ノ、ノ、

155



ヲ
奉
祀
シ
部
下
卜
共
二
報
恩
感
謝
ヲ
怠
ラ
ス
敬
拝
家
業
ノ
隆
昌
ヲ
祈
願
シ
タ
リ
シ
モ

ノ
即
チ
此
金
山
彦
神
社
ニ
シ
テ
爾
来
連
綿
今
日
二
及
ブ

謹
ン
デ
社
記
ヲ
閲
ス
ル
ニ
其
鎮
祭
ノ
何
時
ナ
ル
ヲ
知
ル
ヲ
得
ス
ト
雛
ト
モ
今
ヲ
去
ル

コ
ト
弐
百
五
十
年
寛
文
五
年
当
主
七
代
田
辺
五
郎
右
衛
門
本
願
ノ
棟
札
ヨ
リ
以
下
序

ヲ
追
フ
テ
建
立
修
造
ノ
棟
札
ヲ
有
ス

古
老
伝
二
文
永
元
年
我
始
祖
某
備
後
国
高
野
山
ヨ
リ
来
リ
此
地
方
ノ
鉄
業
ノ
有
望
ナ

ル
ヲ
見
此
地
二
居
ヲ
ト
シ
斯
業
ヲ
起
ス
此
時
今
ノ
金
屋
子
神
ヲ
鎮
祀
シ
以
テ
事
業
ノ

隆
昌
ヲ
祈
ル
云
々
ト

然
レ
ト
モ
我
家
元
治
弐
年
火
災
二
遭
遇
シ
旧
記
烟
滅
温
故
ノ
資
料
ヲ
得
サ
ル
ハ
遺
憾

二
耐
へ
サ
ル
ナ
リ

明
治
初
年
大
政
維
新
卜
壮
<
二
神
社
制
度
改
廃
ノ
結
果
ハ
ハ
幡
宮
ノ
境
内
神
社
ト
シ
テ

鎮
座
々
シ
マ
セ
リ
キ
然
レ
ト
モ
其
社
殿
ノ
結
構
設
備
ノ
完
美
民
俗
ノ
因
習
等
ヲ
綜
合

シ
テ
考
察
ス
ル
ニ
金
山
彦
神
社
ハ
富
吉
主
神
社
ニ
シ
テ
ハ
幡
宮
ハ
境
内
神
社
ニ
ア
ラ

サ
リ
シ
カ
士
地
ノ
状
況
ヨ
リ
見
ル
モ
金
山
彦
神
社
ハ
中
央
格
好
ノ
位
置
二
在
り
テ
ハ

幡
宮
ハ
偏
在
シ
社
殿
鳥
井
石
階
其
他
ノ
モ
ノ
、
構
造
八
幡
宮
ノ
モ
ノ
ハ
粗
雑
ニ
シ
テ

建
設
年
代
二
於
テ
新
ラ
シ
ク
古
老
ノ
伝
説
モ
亦
夕
金
山
彦
神
社
ハ
ハ
幡
宮
ヨ
リ
古
キ

ヲ
伝
フ
若
シ
主
客
転
倒
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ス
ル
モ
小
ノ
ク
モ
古
来
金
山
彦
神
社
ガ
ハ
幡
宮
ヨ

り
以
上
ノ
崇
敬
ヲ
一
堂
ケ
給
ヒ
シ
コ
ト
ハ
疑
ヲ
容
レ
ス
中
古
武
門
権
威
ヲ
逞
フ
セ
ル
時

二
当
リ
神
社
卜
云
へ
バ
祭
神
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
ハ
幡
宮
卜
呼
称
ス
レ
バ
災
禍
ヲ
免
レ

得
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
武
門
ノ
崇
敬
ヲ
受
ケ
得
タ
リ
シ
類
ノ
会
々
探
明
セ
ラ
ル
、

ヲ
以
テ
按
ス
ル
モ
或
ハ
金
山
彦
神
社
ノ
災
禍
ヲ
免
レ
ン
コ
ト
ヲ
慮
リ
其
境
内
一
二
社

ヲ
建
立
シ
テ
ハ
幡
宮
卜
呼
称
シ
此
名
号
ノ
下
二
保
維
シ
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
ヲ
思

シ
ム

主
客
転
倒
論
ハ
兎
ア
レ
角
マ
レ
我
祖
先
以
来
数
百
年
家
業
ノ
祖
神
ト
シ
テ
敬
拝
ヲ
怠

ラ
ス
主
宰
セ
ル
エ
場
二
従
事
セ
ル
モ
ノ
貴
賤
老
幼
男
女
ノ
別
ナ
ク
只
管
二
神
恩
ヲ
敬

慕
シ
テ
日
夕
奉
賣
祈
願
ノ
誠
ヲ
捧
致
シ
タ
ル
ハ
明
カ
ナ
ル
事
実
ニ
シ
テ
而
モ
此
神
社

二
係
ル
修
造
祀
典
ノ
経
費
一
切
ヲ
我
家
一
巳
ノ
負
担
ト
ナ
セ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ

明
治
三
十
九
年
ノ
度
神
社
整
理
ノ
事
起
リ
主
神
社
八
幡
宮
ハ
他
ノ
各
社
卜
合
祀
シ
其

当
時
当
社
ハ
廃
社
ノ
止
ム
ナ
キ
モ
ノ
ト
思
考
シ
三
十
九
年
十
月
四
日
廃
社
出
願
四
十

年
三
月
六
日
聞
届
ケ
ラ
レ
同
年
四
月
三
十
日
其
願
意
ノ
通
リ
私
邸
内
鎮
守
ト
シ
テ
奉

斎
シ
来
レ
ル
モ
熟
々
以
上
ノ
経
歴
ヲ
温
メ
将
来
ヲ
思
考
ス
レ
バ
我
祖
先
ノ
家
業
ヲ
襲

ヒ
尚
無
窮
二
発
展
ヲ
期
シ
幾
何
力
国
家
量
貝
献
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ
我
家
憲
二

シ
テ
而
モ
其
祖
神
÷
ソ
テ
従
来
庶
人
卜
吐
父
多
大
ノ
恩
頼
ヲ
蒙
リ
神
明
ヲ
法
ノ
強
ユ

ル
所
ト
ハ
云
ヒ
私
邸
ノ
一
隅
二
鎮
祀
シ
テ
衆
庶
ノ
参
拝
ヲ
ダ
ニ
許
サ
ズ
ト
ス
ル
ハ
只

二
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
滅
却
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
神
威
ヲ
汚
涜
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヲ

思
へ
、
パ
ロ
<
管
寒
心
恐
畏
二
不
堪
ナ
リ
独
リ
我
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
家
人
属
僚
下
ハ
樵
夫
馬
丁

二
至
ル
迄
皆
然
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ

然
レ
ト
モ
一
度
ビ
廃
社
決
定
ノ
モ
ノ
ヲ
復
夕
取
消
ス
ベ
ク
モ
ア
ラ
ス
依
テ
今
般
其
由

緒
ヲ
記
述
シ
要
件
ヲ
具
備
シ
テ
稔
ヲ
経
公
明
正
大
二
報
本
反
始
ノ
大
礼
ヲ
致
シ
以

テ
神
慮
ヲ
慰
安
シ
奉
リ
以
テ
益
々
家
業
ノ
隆
昌
ヲ
祈
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

右
之
通
二
候
也

明
治
四
拾
一
年
三
月
二
十
三
日

田
部
長
右
衛
門
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